
’．滝‘詠鷲召 。 ，騨患::騨
呼

倒喪も、@

:＝＝７
Ｎ
】

一
一
一｢U－

〃〃

－

篝篝

‐

■

一

』

二

■

一

百

■

”

．

ロ

・

■春
‐
唾

‐

■

一

』

二

■

一

百

■

”

．

ロ

・

■春
‐
唾

｜
鐇
鋸
・

二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
‐
睡
栂
‘
《

い
ふ

針

誉
〃
鐸
鐘
露
糾
〃
ゞ
蕊
灘
‐
ゞ
蕊
紳
》
《
…

も
、
■

篝

｜
鐇
鋸
・

二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
‐
睡
栂
‘
《

い
ふ

針

誉
〃
鐸
鐘
露
糾
〃
ゞ
蕊
灘
‐
ゞ
蕊
紳
》
《
…

も
、
■

篝

ケ

』 ．､鍵'鼬

イL 筆
絢

。・ミ

、

.キ￥

灘
■く

陸

．薄"、

L'｣
、可

、

”

4
､

，燃患
・ 罰

轍
職

唖

蕊蕊

..

野

F

野

F 用用

館

朏
馴
曾
懲
鬮
鬮



ｆ
導
吐
ぐ
け
ｆ
も
吟
俳
浄

ハ

ム
ｊ
脚
惑
群
２
ｋ
恥
Ｉ

表紙の図柄

表紙の右上の文様は、チブサン古城の石屋形の中央に

描かれた装飾で、チブサンの語源ともなったものです。

昔の人にはこの文様が、乳房に見えたのでしょう。近

世には、乳の神様としての土俗信仰も盛んでした。

真中の文様は、弁慶が穴古墳の装飾で、まさに､｢舟と

馬と太陽」を表しています。この古墳の被葬者の、生前

の活躍を写したものと思われます。

下段の文様も、チプサン古墳の装飾で、王冠をつけた

人物像です。この古墳の被葬者自身かも知れません。

白色で描かれていますが、脇から下は白色の顔料が剥

落していたため、先頃までは、王冠を表したものと解釈

され、古い文献にもそのような記載が見られます。中央

から訪れる学者達も、誰一人として疑いを挟むものはい

ませんでした。

しかし、この文様が、王冠をつけた人物像であること

を指摘したのは、当館学芸課職員の前Iﾛ氏でした。

昭和29年当時、高校一年だった同氏は、この図柄の白

色顔料の剥落部分を観察し、人物像との判定を下しまし

た。当時の彼の瑞々しい感覚は、権威ある大学の見解を

も覆したのです。
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○設立目的

熊本県では、文化庁の「風土記の丘」の一つとして、菊池川流域のlll鹿.'i7 ･鹿央町・菊水町の3地〆を指

定し、それぞれ地区内の史跡の整備を進めてきました。

平成3年(1991)には、3地区を総称して「肥後古代の森」という名称が決定しました。そして、その中
核施設として、鹿央町に「熊本県立装飾古墳館」を設置しました。

郷土熊本には、歴史的な多くの遺跡・遺物が残されています｡なかでも装飾古墳は全吋の本場です｡装飾i1,･

墳館では、それらの遺跡・遺物を通して歴史に対して深い理解と興味を持っていただきたいと考えています。

○展示の基本理念

展示のテーマ

装飾古墳と菊池川

流域の古代文化

豆一「
「

専門博物館

全|主I唯一の装飾古墳のテー

マ館として、装飾古填に関す

る資料の収集を行っています。

最新映像機器の活用

楽しく理解し易い学習がで

きるように、 3Dなどの映像

システムを採用しています。

体験学習型博物館

博物館活動のなかに、体験

学習会等のプログラムを採り

入れ、県民参加型博物館を目

指します。
L－

本館・展示棟

常設展示室

原始・古代・中世までの菊

池川流域の歴史を、通史的に

解説します。

企画展示室

時宜に合ったテーマの企画

展を、年に2～3回行います。

装飾古墳室

県内の著名な装飾古蹟のレ

プリカと、関連資料を展示し

ます。｜
_」

イマジネーションホール

3D映像を中心とする各種

関連映像を、大型画面で上映

します。

屋外展示場

広い円形の空間に、地元出

土の各種石棺の現物や、レプ

リカを展示します。

発掘現場再現

エントランス部北側に、小

円填、石蓋土壌墓等のレプリ

カを展示します。

’

別館・実習棟

○入館者向けオリエンテーション○体験学習会○考古学教室○各種関連学会○シン･ポジウム

以上のほか、各種関連行事等も行います。
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実習棟（別館）

■建築面積 783.39m'

■延床面積 683.15m'

口設 計安藤忠雄

展示棟（本館）

■建築面積1,448.83mF

■延床面積2,098.98m@

■設 計安藤忠雄

1

■構 造

■規 模

■総事業費

鉄筋コンクリート

平屋1階

273,000,000円

2

■横 造

■規 模

■総事業費

鉄骨鉄筋コンクリート

地上1階／地下1階

1,680,568,000円
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熊本県立装飾古墳館一－

(発行･熊本県文化財保護協会）
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概館の概要

1、館の概要

館のふもとの駐車場で車を降りた来訪者は、森の中の園路

をたどり、自然と親しみながら、260mほどの坂道をゆっくり

と登って行きます。
よみ

現世から、古代黄泉の国への旅立ちです。しばらく行くと

急に眼前が開け、館の建物が広がります。さらに、ウォータ

ーカーテンやケヤキの並木の合間を抜け、館の階段を登り、

屋上の展望所に立ちます。

一寺

鱸識鍵蕊鍵
県駐車場時計台周辺6月爽やか、あじさいの道

魅上からは、緑に輝く広大な岩原古墳群(国指定史跡）

や、阿蘇連峰が遠望されます。目的の肥後古代の森と熊

本県立装飾ili墳館への到着です。さて、熊本県には、全

I玉lにある484例の装飾古墳の、半数近くの186例が所在し

ます。さらに、その中の122例が、菊池川流域に集中して

分布しているのです。このため県では、国が提唱した｢風

土記の丘構想」に基づき、国指定史跡の装飾古墳などが

所在する山鹿・鹿央・菊水の3地区の古墳群を「肥後古

代の森」と命名して、その整備を進めてまいりました。

これら3地区の管理運営とガイドセンター的性格と、装

飾古墳の保護・活用、そして研究の場を持つ施設として

設置されたのが、当装飾古墳館であります。
じざ

装飾古墳に関する常設展示のほか、年2～3回の時宜

に合った企画展をはじめ、体験学習や各種イベント、屋

外コンサート、 3地区史跡巡りなどを開催して、広く県

民に親しまれています。

平成4年4月15日の開館以来、丸2年で、すでに約14

万人の入館者を数えるに到っています。館のメインシンボルであるチブサン石人

-1-



装飾古墳館全景（南方よりのぞむ）

2，見どころガイド

（1）常設展示部門

当館の常設展示は、「菊池川文化」をテーマとし

て、当地方の各時代を彩った歴史の基盤を、菊池
ひよく 悪くろく

川がはぐくんだ肥沃な菊鹿盆地の経済力に求め、

先土器時代から中世末までの歴史を、菊池川流域

の各遺跡から出土した遺物によってつづる内容と

なっています。各展示物に関する歴史的把握が容

易なように、年表と並行して展示がなされている

のも特色の一つです。

もう一つの常設展示は､本館のメーンである｢装

飾古墳室」です。県内に所在する国指定、県指定
エントランス部カウンター

の主要な装飾古墳12基の原寸大のレプリカを展示
伊

し、ここを訪れることによって、県~ドの代表的な

装飾古墳の石室の構造や文様をすべて把握するこ

とができるようになっています。国指定史跡の場

合、その保護のため一般公開をしていないところ

が多く、著名な装飾古墳を一堂に集めてある装飾

古墳室は、見学者の人気の的となっています。

常設展示としてはこのほかに、地下ロビー展示

があります。このコーナーでは、弥生時代の墓制

の一つである饗棺葬の甕3点を、時期別に展示し

ます。また、隣合わせに、全国に設置されている

「風土記の丘」と資料館を、簡単な解説と写真入

りのパネルで紹介します。展示ケース内には、熊

甲

“竜
一一■

』ま

戯
『了

が

／

常設展示室と菊池川流域の地形模型

－2－



本県「肥後古代の森」三地区の地形模型を展

示しています。

(2)企画展示部門

このほかに、年2～3回企画展を行う「企

画展示室」があります。平成4年度は、前期

に「装飾古墳展｣、後期に「黒橋貝塚発掘展｣、

その合間に中間展として｢装飾古墳パネル展」

を開催しました。

(3)体験学習部門

これら常設展示部門のほかに、当館が理念

として掲げている「県民参加型」博物館の実

現のため体験学習室が設けられています。

4年度の体験学習は、休・祝祭日等を利用

して｢親子古代絵画教室」「縄文土器ってなあ

に」「土器はどこだ、石器はどこだ」「どんな

味かな、どんぐりクッキー」などの体験学習

を、小学生・中学生、その保護者を対象に実

施してきました。

常に新しい情報を提供する企画展示室

一一一一一

蓋壼壼

一

霊

暦#ゞ，

ー

(4)視聴覚部門

日常生活ではなかなか体験できない事がら

については、映像による擬似体験が得られる

ように「イマジネーションホール」が設けら

れています。ここでは、立体映像やハイビジ

ョン方式による映像などを、常時上映してい

ます。縄文時代の食生活の再現や、県内各地

の遺跡の紹介などを、子どもたちにもわかるの遺跡の紹介などを、子どもたちにもわかる

、
弧
、
判
釧
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体験学習室

ようにやさしい内容で解説します。このほか、装飾古墳室
けんきぐ

内でも「マジックビジョン」や「検索システム」などの視聴覚機材を使って、各自が装飾古墳について

の学習ができるように工夫されていますハ

(5)屋外展望施設

館内の展示および各種施設のほかに、屋上には実際の国指定史跡を眺めることのできる展望所が設け

られており、ここから双子塚前方後円墳を中心とする岩原古墳群を一望することができます。

(6)発掘現場再現

古墳館の敷地内には、館の建設に伴う試掘調査時に発見された小円墳3基と石蓋土壌墓2基を、レプ

リカで再現して屋外展示を行っています。

(7)館の構造

建物の設計は、安藤忠雄建築研究所があたり、周囲の環境との調和を重視する環境博物館といった発

想のもとに完成された施設です。

建物は、岩原古墳群の主墳である双子塚前方後円墳をモチーフとして造られているため、全体が前方

後円墳の形をしており、安藤氏独特のコンクリートの打ち放しと曲線の多用で、ストイックで簡潔な美

－3－



｢親子古代絵画教室」の作品を手に全員で記念撮影

しさを漂わせています。

敷地面積は6､338m響、建物延べ面積は2,()98

nfで､構造はSRづくりを採用しています｡地

下1階、地上1階と屋上展望所からなってお

り、館内へは、屋上から続くらせん状のスロ

ープを下り、エントランス部に導かれます。

建物向体のデザインのユニークさと設計者の

知名度で、夏季休暇時には、一般入館者以外

に建築関係者、大学の工学部建築学科学生な

どの来訪も数多く見られます。

(8)実習棟の建設

県民参加型の博物館をLI指す当館にとって、

実習棟の新設は開館以来の懸案事項でありまし

た。

このため、開館と同時に、実習棟建設の基本

構想の策定に着手すると共に、建設川地の候補

地設定を、関係者間で進めてきました。

平成5年度当初予算に、土地買収、建設費用

を計上し、県財政課の査定を受け、l}i式に実習

棟新設が決まりました。しかし、土地買収が難

航し、実際に新設工事に着手するのは平成6年

4月13Hになります。

実習棟の建設蜜は、約2億7千万円で、体験

学習を実施する「体験実習室」や、菜M学習室

を中心に、実習準備室（学芸員案）や館長室な

どが組み込まれています。

今後の活用に県民の期待がよせられています。

ストイックで簡潔な美しさを漂わせる本館の建物

実習棟（別館）のパース（右側建物）

I



’ 室常設展示
罐計

り』

ぜ

鏑

－菊池川流域の文化一

一手≦幸

W
一

ロ瓠I
上蜘

j二ジ

グ

館内常設展示室の一部

図

菊池川流域を中心に、先土器時代、縄文時代、弥生時

代、古墳時代、古代(飛鳥～平安時代)、中世(鎌倉～室

町時代）と、その時代を代表する遺物を展示しています。

また、ボタン1つで各時代の遺跡の所在地が調べられ

る模型が配置されており、楽しみながら歴史の移り変わ

りを学ぶことができるようになっています。
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L菊池川の文化

母なる川

菊池川は、阿蘇外輪山の深葉国有林に源を
鰍ざま

発し、迫間川を始め7つの支流を集め西流し

て有明海に注ぐ一級河川です。本流の全長は

71km、流域面積996k㎡、流域内に菊池･山鹿・

玉名の三市と16町2村、約22万の人口をかか

えています。

県北の住民にとって、この川は｢母なる川」

であり、「涙の川」であります。梅雨期には、
はんらん もが

川沿いの大部分は大氾濫地帯となり、茂賀の
うら

浦三千町の湖水伝説を生み、堤防の決壊を防

ぐために人柱をたてたという哀しい話もあり

ます。

しかし、定期的に来襲する大洪水は、上流
ひよく たL‘ど きくろくぼんち

から新鮮で肥沃な堆土をもたらし、菊鹿盆地

という一大穀倉地帯を形成しました。

こうした豊かな自然環境に恵まれて、先土

器、縄文時代の昔から現代まで、県下有数の
どう

文化集積地帯となりました。弥生時代の銅
けん どうほこ

剣．銅矛は、当時の首長が権威の象徴とした

ものですが、県下約24例の出土のうぢ、11例

がこの流域から出土しております。この事実

は、この流域における、いわゆるクニの存在

を示すものですが、古墳時代になりますとこ

の流域には多くの古墳が造られます。特に装

飾古墳は、全国の半数近くがこの菊池川流域

に集中的に分布しています。
蛇行する菊池川（菊水町白石堰付近）

昭和初期の菊池川水運の図（七城町高島における筏流し） 金森一男氏寄贈
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また、八角形の建物跡の発見で近来話題に
くくあじとう

なっている菊鹿町の鞠智城跡は､古代におけ

る大和朝廷の一大拠点であったと考えられ、

遠く朝鮮半島との関連も検討されております。

中世は、菊池一族の時代です。一時九州に

君臨したその勢力の基盤は、流域の生産力に

あったことは疑いを入れません。

近世の菊池川は、物資輸送の大動脈でした。

沿岸の村々から集められた年貢米やその他の
かわひらた

物資は川岸の倉庫におさめられ、川平田船に

積んで川口に運ばれました。天保年間頃は千
そう

艘ちかくの川平田船が川を上下していました。

近・現代になって菊池川の輸送の時代は終

わりましたが、ダム、導水路、貯水池等の建

設によって、今、新しい産業基盤としての流

域の整備が進められています。

ﾘ1I絵図(山腿付近)
過

－4夢1',
が

江戸時代の菊池川絵図
‐＝

＆，
掌ﾛ し

Jｩ
命

●

q■

I＝｡心掘..‘凸

当時を語る船絵馬

江戸時代の菊池川の水運を知る資料として

は、天和2年（1682）建立の長谷山智徳寺観

音堂に、 2枚の船絵馬が残っています。内1

枚（下段絵馬）は帆かけ船の絵で、高柵に囲

まれた船内に4人の人物が描かれています。

4人の人物の内3人はちょんまげ姿の男で、

他の1人は頭をそった僧侶であることが判り

ます。朱塗りの高欄(てすり)、および4人の

人物が乗合わせているところなどから、高瀬

下りの乗合船を写したものと思われます。額

｢寄進賓暦3年（1753）鍋田村次平」等の墨書

白・黒・黄・赤等の顔料で、帆・人物・高

〃

色

』

■

d .
鯉

＆
曲

‐
琴

垂
一

菊池川絵図（上段）と奉納された当時の絵馬（下段）

L－－
面には’寄進賛暦3年（1753）鍋田村次平」等の墨書

が残り、白・黒・黄・赤等の顔料で、帆・人物・高

柵・船体を塗り分けています。
かこ

別の船絵馬にも、 2人の水夫にあやつられ順風満帆

で菊池川を下って行く帆掛船2隻が描かれています。

船尾に屋号を染め抜いたと思われる船旗が見られるの

で、荷物船と思われます。これも先の絵馬と前後する

頃のものでしょう。

共に、江戸時代中期頃の、菊池川の水運の情景を写

すものとして貴重な資料です。絵馬の奉納されたこの

寺は禅の古刹跡ですが、山鹿33所5番の札所として当

時も参拝者が多かったようです。特に山鹿湯町商人で

も水運関係者の信仰が厚く、堂内に小路忠七．万屋左

助・魚屋庄左衛門などの墨書も残っています。魚等の

海産物も、このような船で山鹿まで運ばれたものでし

ょう。

、
Ｄ
Ｕ

ｐ－Ｐ
，
‐

一一ノローー

2．小原大塚‘11号横穴蕊（山鹿市）

菊池川流域の横穴墓に見られる舟図

帝

.｡ーノー‐



L|濤議展示室の主な展示遺室設 の 物

常設展示室の上の年表と

下の展示物とは、ほぼ時期

が一致するよう配置してお零
言、

零
ハ

鍵

慧灘
盆鰹③弥生時代

唾
④古墳時代

』

g & l
倭．

醸臓[1
▼

主な展示物

①先土器時代

尖頭器（鹿北町・柿脈遺跡）

\i核 （水恨市･7j飛遺跡）

スクレーパー、‐ナイフ形ｲj器、

細石刃（菊池市・伊野遺跡）

②繩文時代

l蒋製ｲi斧、イi鞘、 イi雛、 イi錘

（城南町・媒橘L↓塚）

③弥生時代

鉄斧、手鎌、鉄雛、

（菊水町一諏訪原遺跡）

鏡（I1ﾘ蘇町・~ド1I1西遺跡）

④ifr戦時代

鉄斧、鉄雛、鋤先

⑤[ff代（奈良・ ､ド安時代）

巡方、蛇足、緑袖陶器、ヱ彩、

ilf磁碗(鹿本町・御宇IⅡ遺跡）

⑥'i1世（鎌倉･*llir)

ノf鮎金剛杵(鹿央111l.・康平｡\）

f11鏡、渦W製IV】

（荒尾市・前川遺跡）
:，人

権（鹿央llll.･11羅ll1)

②縄文時代

●
⑤古代（奈良・平安）

l139

鐵誕I蝿

’
①先土器時代

蕪 q－
順路

⑥中世（鎌倉・室町） 菊池川流域地形模型

－H－



先土器時代

人類の祖先は､今からおよそ200万年まえ、アフリカ大陸でサルの仲

間である類人猿から別れたといわれています。その後、猿人．原人．
と

旧人．新人へと進歩を遂げます。われわれ現代人の直接の祖先は、こ

の新人の仲間でおよそ3万年以降の人々を指すと考えられています。
ひょうが

人類の時代である180万年前から1万年前は、「氷河時代」とも呼ば

れています。この「氷河時代」には海水面が下がり、日本列島とアジ

ア大陸とが度々陸続きとなりました。そこでマンモスやナウマンゾウ

などの動物と同じように、先土器時代の人々もアジア大陸から渡って

きたことが想像されます。
どじょう

日本列島は､酸性の土壌が多く人骨の保存には適しませんが､鯛右
げんじん

原人ほか数例の化石人骨の一部が発見されています。

最近、全国各地でたくさんの遺跡が発掘されていますので、完全な

姿の化石人骨が発見されるのも夢ではありません｡

2万年前の日本列島と哺乳動物

氷河時代の日本は、海面が下がり、

大陸と陸つづきとなったため、さまさ

まな動物が渡ってきました。
木や骨のハンマーでたたく 先のとがった道具で力を加える石と石を使う

擢篭 →Rj熱
‐

、
麹

一
風
．

九

骨

石器のつくり方(LIFEネーチュアライブラリーより）

宮
厨
県

三三コ
嘘《へん曽約Eう印

剥片尖頭器

伊野A適跡(菊池市）

白ぐ・
げたむつe

ナイフ形石器
溺鮒願遺跡(旭志村）

天理上島

台形石器

富井原適跡(砺央町） （
旧
石
器
篭
代
の
基
塵
知
晦
に
よ
る
）

Ｉ

1

識
宣へ‐

スクレイパー

伊野A遍跡(菊池雨）

w瀞’ 先土器時代遺跡分布図

熊本県内の先土器時代の遺跡は、現

在107ケ所が知られています。この中で

菊池川流域には'8ケ所が集中し、上流

から下流までくまなく分布しています

躯鎚
一

Qい廿荊宙凡

細石刃

伊野自説跡(菊池市）

細石刀活装例

琴に鬮として
用いられたと考

えらｵ【てK1議す。

災請窯
柿原遡跡

（鹿北町）
＜＝

道具のいろいろ
先土器時代の人々が使った道具には、さまざまなものがあ

ります。代表的なものを紹介しましょう。
こく占うせき

石器の材料には、黒曜石や安111岩など、硬くて加工しやす

いものが利用されました。

〃←r

木や骨を削るなどの加工や、動物などの解
磐つ3

体に使われていたと考えられている｢削器」

と、動物の皮なめしに使われたと考えられ
そうき

ている「掻器」の2種類があります。
や､）

槍の先端に付け、狩猟の道具として使われ

たと考えられています。
やり尋さじよう

木や骨の槍先状の両側に溝を掘りこみ、溝

に埋め込んで使われたと考えられています。

|ｽｸﾚｲバｰ’

ナイフ形；ri器
一JP§5

万器の一部に「刃潰し力||工」という独
ほどこ

特の加工が施されています。主に動物の

皮や肉を切るのに使われたと考えられて

います。

１
１台形石器

剥片尖頭器

－9－



縄文時代

縄文時代

縄文時代はC14年代等によれば、約12,()00年前にはじ

まり、約2,500～2,200年前ごろに終わると考えられてい

ます｡この時代に使われた土器を縄文土器とよび､現在知

られるかぎり世界で鮫も古い土器といわれています。
しやふつ

縄文土器は食物の煮沸容器として発達したことから、
↓‘ぞん

主に植物性食料に大きく依存していたことが分かります。

とくにドングリのあく抜きの技術の発達とむすびついて、

縄文人の植物食文化はおおいに発展しました。

いつぽう弓矢は縄文時代のはじめから出現していて、

狩猟活動も盛んに行われていたことが分かります。この

ように縄文時代は採集・狩猟を中心とした生活が!|1心で

したが､前代の先土器時代と大きく異なるのは､魚や貝を

とる漁携活動が盛んで、全l.EI各地に多くの貝塚が残され

ているという点です。こうした食料確保のためのさまざ

まな活動や折からの気温の温暖化によって、縄文人の生

活は安定し、集落をつくり定住生活が実現しました。

この時代にもっとも多く出土し、変化に南んだ遺物は

縄文土器です。これらの土器をもとに､考古学では土器の
そうそう

形や文様の変化によって、縄文時代の約1万年間を草創

期・早期・前期・中期・後期・晩期の6時期に区分してい

ます。

ドングリの貯蔵穴（曽畑貝塚）

散乱する貝殻（御領貝塚）

蝿文人の四季のくらし

鴨

鑿
,恥鍵ギ

…’

早期（大丸藤ケ迫遺跡） 早期（中後迫遺跡）縄文人の四季 前期（曽畑貝塚）

鍵

嵯
涛

縄文人の四季

PI'I季の移り変わりの巾で、

縄文人の食繊維得の方法や手

職溌…
て、計画的に行われていたと

考えられています。 晩期（天城遺跡）

璽
鐘｜’

■
■
■
Ｂ
■
■
■
■
・
ｑ聡’ 1 恥

室

中期（黒橋貝塚）後期（古閑遺跡）

－1(）一



舛
戯

＝■
ー一

罰

ノ

'蝋 魂
縄文人の住居（菊水町提供）

黒橋貝塚とは

黒橋貝塚の貝層転写展示（現物）

－

下益城郡城南町下宮地にある繩文時代【|'期(約4500年前)の遺跡

で､緑川支流である浜戸川の河川敷に位榧しています｡一粥は海

抜3～6mの低湿地にあり、また､遺跡の一部は側指定史跡とし

て保存されています。この遺跡の南西約4()()mには阿高貝塚(繩

文時代!I1期、国指定史跡)、南側700mには御領只塚(繩文時代後

期、国指定史跡)があり、この一,IIfは熊本でのL!塚の密雄地辮と

いえるでしょう。

A.人工遺物 材料粘l ･ 1i ･竹・歯・牙・水・草

匿ヨ 阿商式{器･If柵寺式'器･出水式{器
回ヨ （｣狸〕 打製{lif (だせいせきふ)隅製ｲ『斧〈夫せいせきふ）

T『のみ｛I錐（せきす-い）紡鈍'li (ぼう-$-いしゃ）

〔狩猟具〕 Y職（せきぞく）イi梢（せきそう）

“瑚典〕 イj匙（せきひ）石Ⅲ1 (いしざ傷>) lWj (すりいし）

馳舜具〕 荊鍛（せどj-L,) イ喫浮jg（せきせいうき）

｢癩" [II4) '"!製へﾗ状I"m"l"
｛装冴!Lj 笄にうがい）

′汁製叫.飾り（1.Kねせぃふみかざり）

り製叫飾り（き"せ↓‘みみかざり）

牙製腕輪（きぽせいうで』)）

｢頁璽詞 ［ !典〕 貝〃(かいじん）
〔装身具〕 凶輪（か↓’ｵj、腕かざり）

｢F露ヨ （ '具〕 紡錘''‘ (ぼうすいしゃ）
［装身具》 l製叫.飾'）

B. 自然遺物

便詞 戯水性旦類〕 ：“1 マカキ- fl,I<カキ.ハマグリ
ハイガイ・・ﾄﾉ･ルポ'ン ・7'カガイ・

カガミガイ・オキシジミ

巻 11－サガエ・ブーング皇シ・アカニシ・

ウミーニブ ．X〃イ・ヒメミミガイ

[r(水性風類］ 二枚風ヤマ|､シジ畠

〔淡水性只類〕 灘風カワニーノー・タ己シ

願~詞 一､,ダイ ・ク,コダイ ．スズキ.ボラ･ fビノシ -鴎ィ サメ
|哺乳類｜ 〔陸lニルイノシシーニホンジヵ．タズキ．テン ．‘ｼｻｰ

一珊又崎代⑳酌序蝿d

rO

熊本県下における主要貝塚の分布図

I水'li] クジラ・イルカ

カシ・シイ類のどんく･り

人や犬の髄が11,弾のﾉ]:かで化ｲj化したもの

唖
匝

出土した縄文人の人骨（伸展葬）
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|弥生時代L弥生時代

弥生時代

弥生時代は、紀元前300年前頃から、紀元後300年頃

までをいい、前・中・後の三期に分けています。

この時代は、日本にとって一大変革期で、大陸から

稲作農耕と金属器の使用が伝えられたのです。

北部九州に伝えられた稲作技術は、瞬く間に日本中
むたぱる

に広まります。菊池川水系では、無田原遺跡(大津町)、

岡田遺跡(七城町）、中道貝塚（岱明町）や斉藤山貝塚

（天水町）等に前期の遺跡が残されています。
もみが品

中道貝塚からは、炭化した籾殻が採取されています

し、斉藤山貝塚出土の鉄斧は、前期のものとして全国

的に知られています。県内での稲作技術は、有明海沿

岸から内陸部へと伝わっていったようです。

稲作が本格化すると、人々は一定の土地に定住し、

｢ムラ」ができます。ムラは、話し合いや、ムラ同士

の戦いによって、まとまっていきます。

こうして、弥生時代の後期になると、非常に大きな

ムラが各地に出現します。菊池川流域では、うてな遺
ブ．わのはる

跡（七城町）や、諏訪原遺跡（菊水町）がそれでしょ

う。これらのムラは、さらに合併を繰り返し、やがて

その中から、中国と国際的交流をする有力な「クニ」

も出現するようになります。奴国や邪馬台国等の名が、

中国の文献に登場するのも、この頃のことです。

クニが大きくなっていく過程では、大きな戦闘も繰

り返されたことでしょう。石鍼の刺さった人骨の出土

は、その過程を物語っているようです。

噸
誠

6

購勘侭

1

三￥
Fq

弾
誕
輻

U鐸
八

認識

血

空から見た二子塚遺跡（嘉島町）

■
も
唖
郵
鞄
琶

曇
砿

零 $５

鮒監移￥

唖4

…4屯

’

、ロ W， タミンミ ザ ーマー…

弥生時代の銅錐と銅戈・銅剣片菊池川流域出土の銅鉾熊本をイメージする免田式土器
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弥生時代の住まいと墓

この時代の人々は、水稲耕件の|%l係で低

地に定|jiし、集落をつくり竪穴住I!}に住み

ました。写真は、菊水町の諏訪原遺跡から

発兇さオLたベッドをもつ家の跡です。

‐･般にこの時期の柴落の周眺:|には、ーﾕ醜、

三!Iiの環濠が巡り、集落を罐っております。

黄金色の稲穂が風になびく、一兄､|和な

イメージの弥生時代も、実は、外敵の侵入

と略奪を恐れる動門Lの時代でもあったので

す。

墓は、集落の近くに設けられましたが、

諏訪原遺跡の場合は、隣接する現ﾉL州自動

車道の菊水インター辺りに営まれていたよ
2J‐.もん1ビ

うです。斐棺蕊が一般的ですが、木桁蕊や
しせき 昏

支汽蕊等もみられます。

合

▽

ず■

巳｡

&

甲

ﾘ1
℃

W
f

L

坐

弥生時代の竪穴住居

イi・銅器から鉄器へ

弥生時代は、イi器から青銅器、そして鉄

器へ変化していく時代です。日本の場合は、

青銅器と鉄器の文化がほぼ|｢fl時に伝えられ、

これらが併用された時期もありました。

この時代、稲の穂をつむ川具としてｲf包
力 こう深

~Iが使われましたが、ノj保1II遺跡(I I IIIgiiJ)
f-＞ら借う

からは、イi包Iと共に鉄製の包~｣もIII上し

ており、この事実を裏付けています。 卜．図

のｲi戈は、玉名'iiの菊池川川底から発兄さ

れたもので、木製の柄部がまだ残っていま

した。

．

鱗
弥生時代の木棺墓

百Q之

‐争 一. 里靭浬L－誉_喧公÷

弥生時代の支石墓

ヤァ乃

芳且 屯 ユ

石包丁・石戈 鉄製包丁

-1:･1



時代
＝1■■

丙

古墳時代

古墳時代は、 3世紀末から7世紀までをいい、一般

に4世紀を前期、5世紀を中期、6世紀・7世紀を後

期に分けます。

この時代は、鉄器の普及、耕地の拡大、灌溜技術の

発達で、本格的な農業生産にまで進んだ時期です。

古壌時代には、その名のとおり全国に多くの古墳が

造られました。それは各地にできた小さな「クニ」を

治めた豪族達が残したお墓です。

当、菊池川流域でも、多くの古墳が造られました。

その中には、大和朝廷の墳墓の形式である前方後円

墳も数多く造られています。

このことは、この地方が、大11朝廷の全国支配の組

織のなかに、組み込まれていたことを意味します。

また、生活の場で使われる土器・用具等からも一地

方特有の特色が薄れて、全国共通する現象が著しくな

ってきます。これらの現象も、当地方が、全国l1識の

一部に組み込まれたあかしと言えるでしょう。

当然、国内での技術の交流はあったでしょうし、大

陸からの技術の導入も、幾多の渡来人達によってなさ
えたふなやま

れたことでしょう。江閉船山古墳出土の大刀の銘文に、

大陸系の人名が見られるのも、それを裏付けるものと

思われます。

＝一 一

､､3荊謹

~ゴ

菫

津袋大塚古墳（鹿本町）

茶臼塚古墳（鹿本町）

朱塚古墳の石室

､

＝
ー

－

雪
一一一

畷箪
ユ

チ

塞一._．

査員
心

ー

琳珂

方形周溝墓（鹿央町）左同古墳出土の耳飾り江田船山古墳出土の冠帽

--- 14-



古墳時代の人々の生活
は ぎ き

この時代の一・般農民は、竪穴住居に住み、素焼きの土師器をものの煮炊きや、食事の際の器として使用し
暮らしていました。

すえ＆

5世紀に入ると、大陸から新しい種々の技法が伝えられます。その中には、須恵器と呼ばれる成形にロク
ロを用い本絡的な窯で焼く、硬い焼き物の技法も伝えられました。

しやふつ き反ぅぜん

そして、従来の土師器は主に煮沸容器に、須恵器は主に物の貯蔵容器に、供膳容器には両方が用いられる
といった形で、人々の生活のなかに溶け込んでいったのです。

また、人々は屋外にあっては、耕地を広げるため

の苦しい努力を続けていましたc水がかりの良いと

ころは水ﾛIに、悪い所は畑地として開墾していった

のです。

これら、農耕社会を反映してか、精神面では、も

のを淳す鏡への崇拝、人を許する悪霊への恐怖心等

が知られます。
あくりょう ：』 ．;･

古填に近寄る悪霊への畏怖の念から、魔除けのた

めの武具等の彫刻等が、古墳の内外に施されている

のです｡これら彫刻等も､装飾古墳の仲間に入れてい

ますが、当時の人々の考え方の一端を知ることがで

き、興味深いものがあります。

L

1

慈鰯鑿‐
炉のある竪穴住居

蕊
寵付きの竪穴住居

蕊蝋

塚坊主古墳出土の鏡

、畦蔑

靱を刻んだ石材 土師器 須恵器

-15-



L代の菊池川流域古

古代の菊池川流域

肥後の古代における歴史上の具体的場所が、中央の国の

記録に残った例は､極めて少なく、自然では阿蘇山の1噴火、
く ,： #‘Uンさ

歴史的なものとしては鞠智城(現菊鹿町所在)や､浄水寺(現

豊野村所在）くらいがその主なものとしてあげられます。

鞠智城は、 7世紀代律令国家を目指す大和朝廷によって

築城された古代の山城で､大宰府(大和朝廷の九州統括と対

外交渉の基地）の支配下にあった大城のうちの一つです。

鞠智城をつくるにあたり、どうしてこの地が選ばれたか

は学説が分かれるところですが､弥生･古墳時代に引き続き

菊池川が育んだ肥沃な土地を基盤にした繁栄が、設置の一

遠因であったことは事実でしょう。
暑さ

それから200年程後､律令国家の衰退とともに、幾多の防
bbj

人と共にあったこの城も終焉を迎えます。

この他､菊池川流域には､十指にも及ぶ古代寺院や､平安

時代前期の赤晶水溜遺跡(菊池市）をはじめ御宇田遺跡(鹿
う：＆や

本町)等の古代集落跡や､駅家跡と思われる奈良時代の駄の

原遺跡(鹿央町)等があり、かつての繁栄を物語っています。
えっ一かサ ト）基く伽

御宇田遺跡からは､越州窯青磁、緑釉陶器､三彩等の外来

の焼物や、役人が着用したと思われる銅製鉈尾が出土して
く･う I)

おり、ある時期における｢郡家｣等の役所の存在も稚定され

ます｡駄の原遺跡からは、5棟の倉庫跡と4軒の住居､遺物
えんめん鋤人

としては刀子や鉄鍼の外、円面硯や｢舎人」「注下」と書か

れた墨諜土器等多数が発見されています。

また、高さ50mの不動岩（山鹿市）の根元からは、久安
力'つせさ

元年(1145)銘のある滑石製経筒（県指定文化財）が出土し

ており、当時の仏教信仰の一端を物語っています。

菊池川流域関係略年表（古代）

鞠智城の八角形の建物

｡■

石製巡方と銅製蛇尾

零
1

1
火化の改新

H本恥'1村紅で破れる

鞠智城を修紹"j・る

淡
青
灰
色

一
、
１
Ｍ
Ｎ

鯏
師
的

飛鳥時代

710平城京に避都

713筑後風上記逸文に山鹿IIjの彦膀の名がみえる

このころ(J) ｢l1l鹿郡紫野1 1I とil『いた木簡が州二｜

もろころの「山鹿郡妙法」と沸いた水附出|ゞ

7,13合志郡川:出M蝉腸で大般W謎が写きれる

当の－ろ立願寺廃寺が辿立される（8世紀後半）

79(） 浄水寺に延孵9年のｲi碑がたてりれる。

醗簔奈良時代

平安京に遭郁

K名郡の疋野社を官社と寸・る*

このころ十遡,芋（七城町）ができる

このらろ赤聰水溜遺跡（9世紀）

鞠智城のｲ鋤愈l】棟焼ける

鞠秤城院の兵庫の太鼓がひとりでに鳴る

合志郡の一部を独立させて山本郡をおく

合志郡のIIf部辰['iがK血を政府に献上ず．る

群島が菊池郡の倉許のふきくさをかみぬく

大鳥の-群がE名郡愈の｜を両にないて飛ぶ

刀伊が攻めいる

lll鹿庄が白河院の荘刷となる

III鹿庄がr舸院から醍醐潔最光院に寄進される

不動器の根沁に凡導が綴簡が埋納さｵLる

平氏域ぶ

４
岨
ロ
ハ
Ⅲ
Ⅷ

ｎ
Ｍ
畝
４
叫
里

【
ｐ
Ｊ
Ⅱ
、
民
い

H駅

訓
祁
刊

５
３
Ｎ

Iz安時代
ヨ

ｑ
ぶ
り
》
【
ｊ
Ｒ
ｕ
Ｆ
制

１
０
Ｊ
９
４
ロ
ハ
Ｈ

ｌ
ｌ
ｌ
１

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

｝

、
一

３０
」

駄の原遺跡出土の墨書土器
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古代（奈良・平安）の生活と信仰
農村では､やはり前時代と同様､竪穴住居に住み､倉庫

等は共|司管理をしていました。ものの煮炊きの甕､なべそ

して食器には、殆ど土師器が使われました。

死ぬと､庶民も上層階級も､一部火葬を除いて土葬が一

般的でしたが､上I曽階級の場合､墓に埋葬時に使った土器、

化粧用具(鏡、毛抜き、刀子、紅入れ)等を伴う場合が多

いようです。

平安時代に入ると､当地方にも仏教が広まり､地方役人

を兼ねる土豪達によって寺院が建立されました。山鹿市

の中村廃寺もそのような寺院の一つで、三重塔の心礎石

等が残っています｡また､不動岩の根元から出土した経筒
め1‘ぷん まつぽう

は､その銘文から平安時代の終わり頃に､末法思想の影響

のもと、僧「慶有」によって埋納された事が分かります。

零
当時の庶民の住居跡（鹿央町）

山寺6

鴎
I

心畢

ー

蕊
日用雑器類（鹿央町出土）

中村廃寺塔心礎石（山鹿市）

陸

中村廃寺出土の軒丸瓦と鬼瓦（左鬼瓦は稲佐廃寺）

Fご岳壱

句

も
晶

鹿

睦

凸

，隷嘩‘

懸議。

■

鴬弗画別頃，

1舞刃 夙卿

凡導寺の滑石製の経筒 経筒銘の拓本 奈良時代の土葬墓

－17－



| 中世の菊池川流域

中世の菊池川流域

菊池川流域における中泄は、農村を基盤とする地元の土豪菊池氏

の活躍の時期とほぼ重なりながら展開していきます。
とい に"号呈う

菊池氏は、刀伊の入冠のさい奮戦した大宰府の府官藤原蔵規の子

孫で､当初菊池川イi岸に本拠地を置きます｡平安末期から菊池郡内の

中心勢力であった菊池氏は、元弘3年(1333)武亜が肥後守となって

以来、代々同主もしくは守護として肥後一国を統制するようになり

ます。

前後して､菊池氏は､本拠地を現菊池神社の所在する菊池城に移し、

南北朝時代には､南朝方に屈し征西将軍宮を奉じ活蹄します｡その館
浮↓. 、5，L嗜

跡は土居の外などの地名や出土遺物等から、城の麓の現菊池商校敷

地一帯にあったと思われます。その間、菊池氏は麓集落である隈府
トーじ.& ・フ

(菊池市）を!|!心に菊池川流域に防備体制（十八外城制）を確立し、
げょ‐フ

菊池川水運の整備や山鹿温泉の改修､朝鮮との貿易や菊池の孔子廟

の設置に活躍します。
よ-うせ=J

しかし、戦国期にはいると、家臣団に乱れを生じ、当主の天折等と

相まって間もなく菊池氏は滅亡します。その後家臣の勢力が墹大し、

戦国末期になると赤皐氏や隈部氏が相次いで菊池城に入城し、隈部

氏の行動は、城村城（山鹿市）や田中城(三加和町）を舞台とする国
<』べ働力‘ず假力7

衆一撲を引起こす契機となります｡岡衆を代表する隈部親永は､I:RI主
菩-J昼なhj ．上畠

佐々成政と城村城を中心として戦いますが、翌年隈部氏ら|:Iﾐ|衆も、

佐々成政も､豊臣秀占によって喧嘩両成敗で一挙に処分され､肥後に

おける中111:は終わりを告げることになります。
<・挽くやかた

関連する!'1世の遺跡としては、隈部館（県史跡)、ll l '|'城(県史跡）

等の城館跡や寺院跡、噛某等が数多く残っています。

菊池氏の菩堤寺・日輪寺（山鹿市）

菊池川流域関係略年表（中世）

源棚'期が､爽大将車となる

紀岡降がK名郡大野別府地頭となる。

“)畠み、オゾサン占坑前富に地兀肖ﾉJ#J)追弗が行』』れろ

(1211t紀）

灼池氏・雛籠氏朝廷か二つく

小代惟俊がf名郡野卿fの地頭となる

ﾉ跳fの米叫

鋪池武|腓・阿蘇#賊がﾉL州探迩を攻める

錐介除府滅ぶ

塊
側

１
１

１
１ 正平銘日輪寺梵鐘

今呂

←

鎌倉時代

蕊蕊蕊篝
衝
ｌ
律
』
８
１
邪
ｊ

リ
］
ａ
Ｊ
【
ｆ
恥
』

ず
］
リ
】
ワ
》
恥
ｊ

ｌ
ｌ
１
１

尋

鍵謹
遡』iWi政はじまる

鞭池武IKが筑後』1淀・武』値起舗文

1f,ド13年U)WWI年号,銘のある梵鐡ができる

筑御IIの戦い

菊池武光が火埼跡fを占憾-ｹる

りWW>勝雌仏できる

蜘池水ﾙぴ)1"%

繩麻陳の戦い

隈府城がお崎ろ

l+i北l'l'jWIfT

舗池為祁が朝鮮に遣いをおくる

灼池耐朝朝鮮にif$状を〃くる

敢柳が隈府で殺塊の礼を行う

硝池武包が趣》れ葡池氏IE系が滅ぶ

葡池氏の潔老の御↓が激しくなる
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l調7肥従IKl i2として佐''成政入1日

Iq衆－．桟起こる（城村城） 正平銘西福寺磨崖仏（山鹿市）
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隈部館の入口桝形部

正平銘の白山宮の鰐口（鹿央町）

鬮
蟄

蕊
砂

－
叩
ｊ
ｇ

傍

隈部館の建物と庭園配置図

唾

隈部館とは（県指定史跡）

館は、菊鹿町｣永野の眺望のきく山腹にあります。
くにしゅ-］

有力岡衆の一、隈部氏歴代の居館跡です。堅固な
どるL‘ 皆さる3』

土塁、石塁、空堀に守られた館敷地には、当時の対

面所や茶室、居間等の礎石が良く残っています。

居間は、建物群の一番奥にあり、床は、転ばせ根
ろ

太の手法がとられています。炉も部睦の2ヶ所に設

けられています。

また、茶室に面して作庭された庭|刺は、手前に向
しんじい＄ナ さんぞんせど

拝石、次に心字池、奥に三尊石を配した禅宗系の、
草力,んしき

座観式の庭園です。

戦国末期の動乱の時代を生き、城村城で厩I衆一楼

（1587）を指揮した隈部親永も、この庭園を見て、

暫し、心和ませた時期もあったことでしょう。
せL』たんじ

館の麓には、隈部氏の菩提寺である清潭寺が、古

塔碑群とともに残っています。

↓〃ゴー

張りo

隈部館の庭園

肥後中世の終焉地・城村城（山鹿市）
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’ 古装節 墳室強 鑑

…

一花開いた装飾古墳文化一

認
本館のメインの装飾古墳室

菊池川流域の装飾古墳

熊本県が他県に誇りうる文化財は、装飾古墳と眼鏡橋です｡装飾古墳は全国で484

墓位いあると推定されていますが、その内の186例(平成4年3月31日現在)が熊本

県内に分布しています｡186例の内訳は､石棺･石室が68例､横穴墓が118例となって

います。また、驚くことにそれらの過半数が、山鹿を中心とする菊池川流域に集中

しているのです。

山鹿には、チブサン古墳、弁慶が穴古墳、鍋田横穴墓群などの国指定の史跡や、

馬塚古墳、オブサン古墳、長岩横穴、岩原横穴墓等の県指定の史跡が数多く残され

ています。

その菊池川流域における装飾古墳の集中的分布の背景をさぐり、装飾古墳の研究

と保護を使命として新設されたのが当熊本県立装飾古墳館であり、館の存在意義も

そこにあるといえましょう。

－2(）－

劉蕊鼠



’ 装飾古墳室を観覧するに当って観 る
l■■■

入やγ上、, ℃屯､■も

●熊本県の主要装飾古墳分布図

●

九州装飾古墳三つのタイプ

北九州から中九州、束九州は装飾古墳が簸

も多く分布している所ですが、古蹟の造り方

や装飾の仕方から、次の三つのタイプに分け

ることができます。

筑後型一割石を横んだりE石を組んで長

方形の石室を造り、彩色を主とし

た人・燭・靭・楯や機何学文様を

描いたもので、筑後川流域から菊

池川をLI!心に分布しています。

肥後型一割石の小口砿みで石室は方形。

装飾は円文を中心に靭や楯などを

配したものが多く、熊本平野から

県南部さらに天草地方にかけて分

布します｡

近畿型一まだ一般に定説化されていませ

んが、近畿つまり中央勢力の影稗

ドに成立したものではないかと推

定して、近畿型と呼ぶことにしま

す。

横穴式石室や検穴墓の壁面に釘

／
ｰ●

●

ﾐI織蔚、－2｡

ような技法で、の先で引っかいた。
、

物・烏・木の葉な帆掛け舟とか人

どをfIIIIな画風轄釧V一 で表現したもので、
｡ ／ 九州各地にも類例が多くみられま

彰 一キー

ジc

Ir

十
〆

／

、
’

、ｰひ

ﾌ、
ロ

0 7
■ ■ ■
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一装飾古墳に関する予備知識一

●全国装飾古墳分布図

中

代か

|茨|で、古墳に壁画や装飾が現れるのは、後漢の時
こう く I)ぃ

らです。それが朝鮮半島北部の高句麓に伝わり、
、

4～5世紀には最盛期を迎えます。

ぞ日本の古墳に装飾や彫刻が現れるのは、 5世紀から

です。最初は九州の中西部の有明海束岸に現れ、その

後、瀬戸内海、近畿、関東、東北に広がるのが7世紀
●札幌

頃と考えられています。装飾古墳の分布の北限は、宮

城県の川北横穴墓群等で、北海道には発見されていま

せん。また、関東・東北で装飾をもつ墳墓は、ほとん

どが横穴墓です。

装飾古墳の図柄は､最初に､交差する斜線の間に様々
●青森あ‘kつ皇もメ

な弧線を配した直弧文や円文・三角文・菱形文が現れ、
のさ た~竜

靱・弓・楯・刀・人物等がこれに続きます。次に

図

術性

ます

な武

丙

【丁

34

！
九州北・中部装飾古墳分布

曇

〆サ

一リソー
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主 古 覧

(97番と228番は欠番）

所在地 番号 装鰯古墳名 所在地 番号 袈鰯古噛名 所在地 番号 裟陣 hIi 墳名 所在地 番号 装笛古堀名

桝城県 】 川北横穴蔑鮮 神奈111県 58 千葉谷横穴蕊群 鴎取県 17 明寺古蜘 拙岡県 75 珍敷塚11i堀

ザ
》 過ﾉi横穴蛾A地腫2号 59 洗賜谷横穴墓 18 柵庭古墳 76 鳥船啄古墹

3 "l井囲桐穴蕊2 ．3号 帥 森久谷欄穴墓7号 19 t神古墳48号 77 古畑で 頃

4 大迫高岩横穴黙18号 61 新林横穴縦1号 20 横手古墳5号 78 紋塚ピ 噸

口
和 山畑横穴熟6号・'0号・'5号 62 杉久保横穴蕊群 21 農H1田古噴201ナ 79 浦永？ 塊

6 矢本横穴蕊28号 63 岡H1横穴蕊2号 22 久見古城17号 80 Hの岡古埴

7 愛滴山横穴賎1号 64 "、宮ノ人横穴墓2．6 ．7 ．8￥ 23 北緬古域4号 81 煎定古墹

8 大年寺111横穴隅11号 65 満水北横穴鱗1号 24 西聴彼古城9号。27号 82 塚花塚古埆

柵島県 9～10 山11檎穴墓・船着横穴賎群 66 庄ヶ久曄横穴墓 25 t下古墳229号 83 H輸寺古堀

1 籾山横穴黙1時 67 堂後ド横穴賎9．12号 26 天神垣神祉古城 84 浦山古墹

ザ
》 洞ﾉj迫横穴賎76号 銘 たれこ谷j力西横3 墓20号 艮骨ヶ平ilf墳 85 石人111古城

3 浦ﾉi迫A横穴賎7号 69 大日ヶ灘横穴蕊1 号 胤根隈 28 飯の山横穴蕊 86 弘化谷古城

4 稲荷迫検穴蕊1号 70 諏訪脇横穴蕊4号 29 1.正免横穴縦 87 乗瑚古墹

凸
① 淵井迫横穴峡4号 71 板取横穴墓4号 30 丹佗庵古堀 鵬 丸山古堀

6 泉崎横穴蕊 山梨県 72 丸山塚i*j噸 31 狐谷横穴墓群6号。12号 89 倉永古墹

】7～18 中H1横穴賎・館111横穴墓6号 静岡県 73 兎沢9Wf壇 32 深m谷横穴感 90 桜ノ尼古墹

茨城県 19 かんぶり穴横穴曜2．11．1．11ナ 74 観商愈橘穴墓群3．10号 岡111県 33 囮111丸111古墹 大分県 91 穴硯研古域

20 陳塚占坑 75 行ヶ芥横穴蕊B－3号 34 r足i1i墳 92 注恩寺古填3号

猫淵横穴蕊9号 76 宇刈横穴賎B-11号 待川県 妬～断 ﾛﾉi】網1号･山/神揃鍔･穴錨纐 93 ガランドヤ占埴1号・ 2号

麓 幡横穴蔑6．12号
再R

イイ 存岡横穴蛾B 3号 猫~I卿 和が尾古墹・岡古城1号 剛~l弱 鬼塚古埆・鬼ヶ城古塊

23 鋼H1間lZ号堀 愛知県 78 犬鐙塚古端 佃岡県 140 瀬j噸穴堆 196 嵐栄横穴賎群

24 白河内古城 柵井喋 79 牛ガ島古墹 141 瞳漢山横穴隣 197 加賀山横穴蕊

25 権現111横穴賎哲号 帥剥1 小山谷古墹・山頂古頃 142 古月横穴賎 198 貴船平下の裏山横穴賎群

26 墹井占城 奈良県 82甜3 高松螺古墹・キI､ラ古城 143 上手の内横穴戯 l鵠 穴瀬横穴蕊群

27 虎塚古城 84 水泥古坑 144 桜瀬古域 2㈹ 兜ノ器脈古噴

殿塚古城 大阪府 85 高井剛横穴蕊群 145 一本松塚古域 201 水霊横穴賎

29 缶111．lIf境 86 安福寺堀内石楠 146 竹陳hIi墳 02 伊災魁塚古墳

卿 佗閲3号燗 87 餐制寺横穴墓群 147 王塚古戦 03 千代丸古頃

31 船玉占城 刷砿山県 鯛 寺山15吟墹 148 吉武古墳7畔 04 神下山古頃

32 火f古城 兵即県 89 佐江照IHI寺境内石棚 149 剣塚古境 05 一・鬼寺横穴蕊

埼玉県 33 地稚塚古城 鳥取県 帥へ91 高江6号蛎上野6号頃 150 権現塚古墳 長崎県“ 双六古填

-干葉蝋 卿 押11横穴蕊31｝ 災歎古喰41号。43号 151 亙郎111古塘 湖~醜 百H1繭古墹5号･lllﾉ神古墹5号

35 池刷】、横穴蝋群 93 宵ド古墹19\･20号･馳号･52号 152 馴荷塚古域 船 鬼屋久保古墹

36 大細川横穴縦群 94 鷺山内域 153 仙迩古域 10 喬神さん古城

37 外部'11ヤツ横穴賎群 95 町h(古頃加呼 154 狐塚古墳
タ
グ
今

⑱
〃
“ｌ

Ａ
ｆ
“

、 鎧戸舩塚古墳・丸尾古墳

38 鹿島横穴賎3号 妬 畑11』古坑1号 155 意地際古域 佐賀県 13 田代太H1古城

39 剛根方横穴賎群 98 梶山古城1号 156 服部古墳6号 14 伊勢塚古頃

40 掛艸作横穴戯＄号 99 坊ヶ球llj墳 157 山IH古欄1号 215理16 西隈古煩・西原古頃

41 大潤横穴蕊群 100 広岡古噸37.38号 158 闇制横穴古墳1号・2号・3号 217 渋木古頃1号・儒木古填

42 東111横穴蕊群 101 越路古j､5.1号 159 穴ヶ葉山古噴1号・2号・3号 219 山の上古頃群STO14

艮野媒 43 ‘if3号古城 102 空lil古堀Z 。9．10．15．16号 16(） 山ノ下古域 0 天山古填詐

神剰Ii梨 4イ 久地西前【11横穴賎3号 103 宇部野山古墳13．16号 161 ド馬賜古城 221 古賀山古頃4号

45 平瀬川礎道際横穴蛾4号 104 大鴫古城1号 162 職窟古墳 222 米ノ隈古填

46 山野根谷奥横穴鱗1号 105 米岡古城2号・58号。68号 163 鹿菖笹塚古墳 223 坂井山古城

47 燭綱古塊 106 池111古1,29吟 164 中賜期古斌 224 箕典崎古墹2号・ 3号

48 斬背1m四シ家横穴蕪2号 107 冊本古1，4号 165 森嫌？ 墳 225 鴻崎古頃2号

49 市ヶ雌欄穴墓1 ．11 ．13．11 ．15\ 108 大塚古頃 】“ 前畑bl 墳 226 勢些寺門燗・興藍山古墳4号・ 5号

50 011野横穴墓 1⑬ 八束水古城55号 167 薬師I 北古墳 227 龍王埼古噸6号

51 熊ヶ行横穴蕊2．3．7号 110 土勝古城5号 168 蕊師~I 南古喰 宮崎県 229 上江横穴蕊

洩間神社両側樹穴蔑9甥 111 睦逢古城11号 169 大檎当 古墳 230 土器Ⅲ横穴蕊束1号

53 坂本横穴墓 1 殿古頃25号 170 孤塚古墳 蕊l~醜 広原横穴・祝閉横穴蔑群南1号

54 I加11神社脚横穴賎 113 漆行縦穴墓 171 寺鯵古境 233 魁台地下式横穴基

55 【ID塒ﾒL山横穴峨八－1号 114 ixj中嗣占唄8号 17Z 益生田古墳

56 帷町横穴縦7号 115 阿古山tIf墳22号 173 浦蝿橋古坑

57 七洞11j横穴蛾1 ．6．12号 116 者川古噛43号 174 陳古埆



全国装飾古墳分布状況

‘）

県内装飾古墳市町村別所在内訳

地
域

０
１

１ 2(）

’

)O

’

０
１

４ 5()基

I

市町

山鹿市

玉名市

鹿央町

菊水町

南関町

植木町

その他

'53

'40
菊
池
川
流
域

'13

６－

４
４

■
・
唾 (菊池・七城・鹿本・岱明． （65.6％）

三加和・西合志）各1 122

熊
荒
そ

本
尾
の

市
市
他

■■■■7
■2
pl

(5.4％）

1(）(一の宮）

宇
城
不
松
大
そ

土
南
鋤
島
麺
の

市
町
町
町
町
他

■■■■8
■■■6
＝貝

■3

■2 （嘉島・御船・中央・松橋・ (161%)

『－－'、 小川・三角）各1 30

宇
城
・
天
草

代
吉
北
の

市
市
町
他

八
人
竜
そ

'13
球
磨
川

７一
睡
唾

(129%)

24(錦・相良）各］

合計(31市町） 186
…鐘

平成4年（1992） 3月末現在の熊本県内の装飾古墳の総数は、186例と
なっています。
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●古代人の死生観

古代の人たちは、この世で死ぬことは、あの世に生まれ変わることであると固く信じていました。したが

って、あの世の生活のために、大きな古墳を造り永遠に壊れないように石積みをして堅l,'ilな部屋を作り、部

屋をすこしでも美しく飾る"うと、赤や青や白などで絵を描いたり、いろいろな文様を彫ったりしました。そ

の絵や文様から、当時の古代人の死生観が推察されます。古代人は死後の世界をどこにあると考えていたの

でしょうか。

①あの世は地下にある

古事記や口本書紀に、愛する妻を失ったイザナギノミコトが妻を訪ねてヨモツヒラザカから、黄泉(よ

み）の国に~1くって行き妻と問答する話があります。この物語をよく示しているのが、古墳内部に設けら

れた横穴式石室です。横穴式石室の通路、すなわち羨道部にあたるところがヨモツヒラサカで、妻に会
げんしつ

うところが前室の入口、妻が程ていたところが玄室です。当時あの世は地1ぐにあり、自由に往来できる

と考えられていたのです。横穴式石室には後で何体も追葬したので、イザナギノミコトのような経験は

誰にでもあったことでしょう。

②死ねば魂は烏になる
のぱの

神話の中に、ヤマトタケルノミコ|､の話があります。東国の賊を退治に行ったミコトは野褒野で亡く

なります。塚を築いてミコトを葬り祭っていると、

ミコトの魂は白鳥となって、ふるさと大和をさして

飛んで行く、という話です。弁慶ケ穴古墳や珍敷塚

古墳に描かれている鳥の絵はその好例といえます。

③あの世は海の彼方にある。

万:葉集の 「おきつ|液Iしらさむ君がしめ屋形黄

染のやかた神の門わたる」 の歌は1.あの世の君と

なるべき貴人を乗せた舟がll1の峡門を静かに流れて ’

L＝，

0 2m
ｰ－

行く』という光景を歌ったものとされています。晴 ①弁慶が穴古墳石室平面図
しかばね

害倭国伝には｢葬におよび、屍を船上におき陸地に
砂

これを牽く」とあります。

④あの世は山の上にある

民俗学では､｢死出の山といわれるように死ねば魂

はそれぞれの村を見下ろせるような高山や霊山に行

くという信仰があった」といいます。万葉集にも、
かさもとのびとまろ

柿本人麻呂が､死んだ妻を求めて山に行こうと詠ん

だ歌があります。事実、村を兇~ドろす高いところに

古墳があることが多いのです。装飾古墳の文様には

見えませんが、古代から確かにその思想はあったも

のと思われます。
②珍敷塚古墳の烏と舟

蕊窯
言…息
…雲

蕊
緊笂

§

藤､.､亀

I)羽山塚古墳遠景（熊本市） ③奥屍床に櫓ベソを持つ横穴墓
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墳室の観覧順路

面に彩

と呼ん

色
で

壁
墳や彫刻による文様を施したものを、装飾

います。

こうした現象は5世紀に始まり

に営まれた6世紀から7世紀に力

心に広がりました、平成4年3月

室

北

が盛

部を

司で4

、横穴式石

けて、九州

1日現存一 考

ん
中
別ご己

〔装飾古墳概略説明〕 例が知られていますが、186例が熊本県にあり、特に菊

池川流域には122例と集中的分布が見られます。

装飾古墳は、最初、石棺の外側や内側に、直弧文や

円文などの装飾を施していましたが、次に、石障と呼

ばれる石の板に文様を刻んで、それに色を塗るように
せきしょう いしゃかた

なりました。そして、石障に代わって、石屋形と呼ば

れる遺体安置所が作られるようになると、その石屋形

に彫刻や絵が描かれ、やがて、石室全体に装飾が描か

れるようになりました。

装飾古墳が各方面から注目されているのは、文字に

よる記録のない古墳時代にあって、先祖の人々の考え

方や社会のしくみを知る手がかりになるからです。

これらの文様を絵画、彫刻としてみる時、遠くわが

国の美術史の源流を知る上での重要な資料となります。

番号 古城名 時期所在地

⑪鍋H1機穴蕊群27号7世紀山鹿市

②秘樋古墹5世紀不知火町

③jI: 寺古噛6世紀孫島町

⑪小旧良古城6世紀三角町

③千金甲1号古墳6世紀熊本市

⑬チブサン古城6世紀山鹿市

⑰大坊古境611t紀玉名市

⑬大鼠蔵東塊1号古城6世紀八代市

⑨広浦古墳5世紀大矢野町

⑩弁慶が穴占墳6世紀山鹿市

⑩永喪寺東占噛6世紀蓋名市

⑫大村拙穴離鮮l】号7世紀人古市

文様の秘頑

人物・剣・詔・靭・‘吹・刀子・蘭・賜

直弧文，円文・梯子形文

if(弧文・迩輪文・鍵ノF文など

同心円文・ﾉ閏・靱

lij心円文‘対角線文・靭・船

円文・三角文・奨形文・人物

連続三角文･P1文

弓・靱・二1ml]I文・短甲・大〃

大刀・刀f・半Iﾘ文・Iﾘ文

人物・船・馬・鳥・迎統茎角文など

連続三角文・円文・船・馬・三角文

靱・〃子・鞆・円文

－26－



の大切さ己録すること
＝
＝

ｰ

－鍋田横穴27号墓と矢野－貞一

鍋田横穴群第27号墓

山鹿市大字鍋田字東

山鹿盆地の西北、平小城台地の南崖には、城地区46
つけじろ

基付城地区96基、鍋田地区60基の横穴群が密集して

います。中でもこの鍋田横穴27号墓が最も良く知られ

ています。入口の右側が崩壊していますが、古く江戸

時代嘉永2年（1849）の矢野一貞のスケッチを見ます

と、この部分にも靭や太刀や人物が描かれています。

展示資料は入口左側の外壁に施されたもので、すべて

浮彫りとなっています。右は、弓を持つ人物で墓室を

守る人と思われます。続いて鉾先・鞆・大きな靱と小

さな靱・鎌・矢をつがえた弓、さらに楯や馬が見られ

ます。このように、鍋田横穴27号墓は図柄も豊富で、

装飾のある横穴墓の代表的な例といえましょう。

矢野一貞のこと

江戸時代もおわりに近い嘉永2年(1849)の4月の
なべた

ころ、山鹿の鍋田村の鍋田横穴墓を訪れた一人の旅の

武士がいました。武士は、久留米藩士の矢野一貞（守

貞）です。横穴墓を興味深く眺めていた一貞は、やお

ら矢立の筆を取り出し、横穴墓の外壁に浮き彫りされ

た絵を丁寧に写し始めたのです。

数年後、彼はこの図柄を他の墳墓に関するスケッチ

D鍋田横穴墓群27号装飾

図と共に、「筑後将士軍談」（巻之52）

という本に収めました。私達はこの

残されたスケッチ図から、今は崩壊

してなくなった幻の27号横穴墓右壁

面の浮き彫りの存在を知ることがで

きたのです。従って、27号墓の右側

浮き彫りの崩落は、一貞が訪れた嘉

永2年以後ということになります。

この図をもとに、現在山鹿市立博

物館裏の古代の森（山鹿地区）に27

号横穴墓の図柄の複製が出来あがり、

現在、見学者の便に供されています。

もし矢野一貞のスケッチ図がなかっ

たなら、私達は永久に27号墓右壁面

の図柄の存在を知ることはなかった

でしょう。

詐寺●●●●一
4旧’
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暴
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己
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蝉
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姉
藩
罵
乙

(現在残っている装飾文様）

スケッチ図

､筑後将士軍談掲載のスケッチ図
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’ 直弧文の謎を追ってつ

－鴨籠石棺と井寺古墳一

鴨籠石棺

宇土郡不知火町大字長崎字坊の平

轤礎古墳は､ !-j筈土半島南岸の通称城の越丘陵に
あった円峨です。内部に大きな板ｲjを立てて造っ

た堅穴式石室があり、石棺はその北壁にそって慨

かれていたものです。石棺は蓋・身とも阿蘇凝灰

岩の一石をくり抜いて造られた家形石楠です。棺

蓋の四周に'隅の狭い縁取りがあり、両側の長い縁

取りの下に、それぞれ2個の縄掛突起があったら

しいのですが、今は残っていません。棺身内の一

端には枕が設けられています。棺蓋の屋根には全
毎,置一少些もん

面に「直弧文」が施され、もとは赤や青で彩色し

てあったと思われます。2)鴨籠古墳・石棺（レプリカ）

’

’
ｊ

■

、

Ｏ

Ⅱ

Ｂ

ｒ

・

ひ

８

Ｍ

１

回

Ⅲ

Ｍ

１

州

１

１

１

１

Ⅱ

叩

川

旧

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ '1

2)鴨籠石棺蓋の直弧文

－推理小説作家・松本清張氏の推理一

直弧文は熊本県・福岡県に多く、特に熊本県に集中的に分布しています。文様についての解釈は、過去に

多くの考占学者によって試みられていますが、依然として謎につつまれています。

直弧文の命名者である京都大学の浜田博士は、直弧文は「組み紐を表現したもの」であろうと解釈し、佐

藤氏その他は「南海産の巻き貝である水字貝の裏面を図案化したもの」という見解をとっています。これら

従来の見解に納得できない松本氏は、i笥倉洋彰氏（西南大学教授）の報文に触発されて、平成3年の文芸春

秋11月号に「直弧文の一解釈」として、私見を述べています。

松本氏によれば、「この文様は、故意に破砕した鏡の欠片を表したものではないか」というのです。つまり、

直弧文は、鏡の破片をベースに文様として意匠化されたものだと推定したのです。また、どうして故意に鏡

を荊ったかという疑問に対しては、当時貴電品であった後漢鏡が九州地方に払底したため、その破片をもっ

て代川するためとしたのです。

この鏡片をもとに、デザインの段階で気朧に飾りが付加され、直弧文の成立をみたと考えました。しかし、

この松本氏の兇解で、全ての疑問が説明できるものではありません。

これら松本氏の見解をもってしても、この文様の成立の謎は簡単に解けそうにもありません。それほど商

弧文は、宗教性、呪術性に常む文様なのです。来館者の皆さんも、直弧文の謎解きに挑戦してみませんか。
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井寺古墳（6世紀）
上益城郡嘉島町大字井寺字富屋敷

熊本平野を西に望む低い丘陵に築かれた古墳です。

現在は変形していますが、直径24m、高さ5mほどの

円墳であったようです。内部は入口を西側にした単室

の横穴式石室で、阿蘇凝灰岩の切石を使い］寧に稜み

上げられて造られています｡玄室は幅2.30m､長さ3.20

mの長方形で、天井までの高さはおよそ3mです。玄

室の内側には高さ()8mの石障をめぐらしていて、も

とはその内側に石棚があり、奥壁と両側壁に二個ずつ

の突起がありました。石障に彫刻してある文様は、直
雌しご

線と弧線を組み合わせた直弧文･同心円文･梯子形文・

柱状文で、もとは赤・白・青・緑の4色で塗り分けら

爵
＆

画更謝
凸＝

や

鴎織鍵
哩凸碑 -J＄q 一

一一
四一一 臆

直弧文の刻まれた矛頭（国越古墳）

雛

竜～ 塾j製t…

蕊 れ、実に華麗なものであったと思われます。

剛
l己

園.塞舂

世

3井寺古墳の石障に施された直弧文

酢

ｐ
騨
乱
阿
岻
＆
Ｊ
■
■

■

一

融
3モニタテレビによる装飾文様の探索 3入口より石室内部を見る

3井寺古墳の直弧文の一部
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華麗な装飾とレリーフの美リ－フ

－小田良・千金甲・大鼠蔵・広浦・大村一

小田良古墳（5世紀）
宇土郡三角町大字中村字前畑

天草に向かう国道57号の右手の海岸にあり、

墳丘を失っていますが、円墳であったと思わ

れます。墳丘内部には、割石をドーム状に積

み上げて築いた横穴式石室があったと考えら

れます｡石室の幅は2.2m､長さ2.30mのほぼ
ししよう

正方形で､中央の通路をはさんで左右に屍床

が設けられています｡側壁に沿って高さ約0.3

mの板石をめぐらし、それぞれの板石の内側

に2条の横線をきざみ、その間に向かって正

面には靱・楯をそれぞれ2個ずつと同心円文

を3個、左側には円文4個、右側には円文3

個、手前にも円文2個が刻まれています。石

室からは人骨1体分と猪・犬・馬の骨や、ガ

ラス製なつめ玉・臼玉・直刀・鉄剣・銅製品

などが出土しています。

④小田良古墳

千金甲1号墳(5世紀）
熊本市小島下町勝負谷

どんげん

金峰山系から南にのびる権現山丘陵にある
せどんこう

千金甲古墳群の1基で、直径12mの円墳です。

内部には、板石を小口にして積み重ねて壁を

造った単室の横穴式石室が設けられています。

玄室の内部には、阿蘇凝灰岩の切石の石障を

たてめぐらし、床面には奥壁に並行して1つ、

中央の通路をはさんで左右に1つずつの計3

つの屍床が設けられています。

装飾は主として石障の内側に刻まれていま

す｡同心円文を描くのにコンパスを使い､中心

から赤・青・黄・赤の順番で塗り分けるなど

デザインに工夫がみられます。開口が古く遺

物はほとんど知られていませんが、大正5年
へきざよくせいくだたま

（1916）には壁玉製管玉1個が発見されてい

ます。

なお、千金甲古墳群は5基から成っており、

名称は、大正初期に京都大学の濱田耕作氏が

命名したものです。

他に3号墳の石屋形の奥壁にも、ゴンドラ

形の舟や8個の靭、6個の弓等緑の顔料で塗

られた装飾文様があり、共に史跡として国の

指定を受けています。

⑤千金甲1号墳の入口より石室をのぞむ

①同上左屍床一帯の装飾文様
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大鼠蔵古墳石材

八代市鼠蔵町
おおそぞう

大鼠蔵山東麓の古墳に納められていた箱式

石棺の一部で、石材は砂岩が使われています。

左から半月形の横長い舟のようなものは弓、

次は靭で、鋭い矢が5本納められています。
ひも

その右側には紐でつるした鏡（二重円文の内
よろい

円は鏡の紐を表す)、その右は鎧で、その図柄

から、三角形の鉄板を横につないであること

が判ります。次は革鞘入りの太刀に2本の紐

でつるされた鏡です。ここに葬られている貴

人の副葬品の代りに刻んだものでしょうか。
⑧⑨中央スポット内が展示レプリカ

広浦古墳の装飾石材

天草郡大矢野町大字維和

広浦古墳は千束蔵々島の南端にあったもの

です。大正7年（1918） 2月に工事のため破

壊されたといわれ、この資料はその石材の一

部です。石棺に納められたものかどうかは判

りません。砂岩の切石を組み合わせた箱式石

棺であったらしく、装飾を彫り込んだ石材は

4個残されています。第1石は大刀とその上
さや とうす

に革鞘の刀子を重ねて浮き彫りにしてありま
え

す。第2石は右側から革鞘の刀子柄鏡のよう

なもの、半円形に柄をつけたようなものをそ

れぞれ浮き彫りにしてあります。第3石は上

段に刀子を下段に2個の円文を、第4石は一

端が半円形、他の一端に末広がり状の方形の

ものが彫られていたといわれていますが、現

在は行方不明となっています。展示資料は、

このうちの第一石と第二石です。
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0大鼠蔵東麓1号古墳装飾

一
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9広浦古墳第1石の装飾
刻まれた意味

古墳等から出土する刀剣類は、永い年月を

経て、刀身部はボロボロになり、柄や、鞘等

木質からなる外装の状況も、不明の場合が多

いのです。しかし、この板石に描かれた大刀

と刀子は実に写実的であり、失われた当時の

姿をしめす貴重な資料といえましょう。

また、石棺の石材に、大刀、刀子、鏡が彫

り込まれた理由について、乙益重隆氏は、死

者に捧げられた財宝を意味するものと解釈し

ました。だから、石に刻み赤く塗って、永久

に伝えられることを祈ったものであろうとい

うのです。
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，広浦古墳第2石の装飾
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大村横穴墓群11号墓

人吉市城本町

球磨川のイi岸､JR人吉駅の北側の急巌に計

26基の横穴墓があり、この内の7雄に装飾が

兄られます。展示資料はこの内の11号雑外壁

のものです。入り1 1の右側に1つ、左側に2

つの靱があります。入りI _Iの上方と左側の三

'1月形のものは鞆でしょうか。また2つの靱

の間には、刀子が3つとl'l文が4つ表現され

ていますが、円文のなかの二瞳の円で表した

ものは鏡かも知れません。これらの装飾は武

器や武具の威力によって、悪霊の侵入を防ぎ、
鳥人た宅

黄泉の世界での安泰を願って描かれたものと

思われます。

0●
6

⑥

⑦

●

｡

横穴墓に葬られた人とは、

ひとむかし前までは､横穴墓を背の人の｢穴

住まいの跡！ と信じている人が殆どで、納得

してもらうまでが大変でした。

現在、横穴墓についての質問は､｢どんな階

隠の人のお蕊ですか。やはり、豪族ですか｡」

と弾ねられることが一番多いようです。そこ

で、私たち学芸課の職興は、次のように答え

ることにしています｡｢横穴墓の被葬者は、-1!i

墳時代後期に、鉄製農具を使川して生雄力を

あげ、樹を緋えた有力農民の蕊です」と。

そして、次の言葉を付け加

□

⑤

即
自

監

吐

ず

寺

鰯大村横穴墓群11号墓装飾（レプリカ）

えることも忘れません｡「もし、

この蜂の巣のようにある横穴

墓が、すべて豪族の墓とした

ら、それこそこの地は、豪族

ばかりに駁ってしまい、一般

庶民はいなくなるじゃありま

せんか｡‐

横穴蕊からの出土品が、鉄

製武具等が多いことから、そ

の被葬者を､｢戦闘を職掌とす

る武装集卜jlの蕊では」という

仮説を立てた地元研究肴もい

ましたが、いずれにせよ、当

時、成長しつつあった新興勢

力陪隅の蕊であることは、疑

いない事実といえましょう。
大村横穴墓群（現地写真）
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菊池川流域の装飾文様と石人

－菊池川流域の特色一
人と馬と舟と

菊池川流域の装飾古墳の図柄で、とくに目立つのは人と馬と舟でしょう。チブサン古墳では、おそらく死

者の枕もとに描いたものと思われる人物、足を踏んばり両手を開いてあげた姿が描かれています。悪霊の侵
おぱる L‘しぬき

入を防ぐ意味のものでしょう。長岩、城、桜の上、小原大塚、浦田、石貫、原などの横穴墓の図柄も同様な

意味のものと思われます。舟の絵も特徴的です。弁慶が穴にも永安寺東古墳や桜の上、長岩などの横穴墓に

もあります。また弁慶が穴や永安寺東、鍋田横穴墓等の馬もよく知られています。人物像や舟や馬の絵に古

代人はどんな夢を託したのでしょうか。これらの絵の背後にある社会のしくみなども考えてみましょう。

臼塚石人

石人（せきじん）は、古墳時代に古墳の墳丘の上

に立てられた石で造った人形です。菊池川流域の古

墳に見られますが、関東や関西の古墳の墳丘に並べ

られた武人の埴輪と同じ性格を持つものです。
うすづか

この石人は、元来、山鹿市石にある円塚古墳（円

墳）の墳頂中央部に、南向きに立っていたものです。

6世紀前半頃、阿蘇凝灰岩で造られた高さ約2海
かぷと

の武装石人で､現在頭部を失っていますが､元々兜

をつけた頭があったのでしょう。背中に靭（矢筒）
たん＝う

を背負い、体に短甲を着けています。短甲には、帯

状に朱が塗られているのが判ります。武装している

のは、古墳に近寄る悪霊等から古墳を護るためでし

ょう。
あふ

造りは円体で、力域に溢れｲi人の中でも最高の傑

作とされています。現物は、県重要文化財の指定を

受け、県立美術館の装飾占噛窯に展示されています。

石人・石馬の文化

I_i人というのは、古墳時代の5世紀後半から6･llt

紀後半ごろにかけて、古墳の墳丘上に立てられた石

の人形のことです。武人の姿をしたものが多く、関

西・関東辺りの古墳の人物の埴輪に相当するもので
臼塚石人 r列 ！太'打ミニ／､'髭旦謬4vシ〆~'幻､'診今'呈.門iUv農-'1l』ヨソーロv′里

す。他に威儀具・儀礼具とする説もあります。
ゆざ さぬがさ さしば

また、馬・靱・蓋・鐺等をかたどったものを石製品といいます。一般にはこれらを、石人・石馬と呼び、

福岡・熊本・大分の3県に多く分布しています。

熊本県における恋人の分布は、菊池川流域に圧倒的に多く兄られます。まず菊池川上流から見ていくと、
せいばる

フタツカサン古墳（菊池市)、臼塚古墳（山鹿'ii)、チブサン古墳（山鹿市)、清原【I『墳群（菊水町)、三の宮

古墳（荒尾市）等があります。清原古墳群の石人は、あるいは短甲をかたどった石製品の可能性もあります。

菊池川流域以外では、富の尾石人（熊本市）があります。石人は、武装した武人を表したものが多いのです

が、中には富ノ尾石人のように女性像の石人もあります。
げきお

石製品としては、菊池川流域では袈裟尾高塚古墳（菊池市）や清原古墳群（菊水町）から、またそれ以外
むろ

では、石ノ室古墳（城南町）や姫ノ城古墳（竜北町）、天堤古墳（竜北町）等からも発兄されています。袈裟

尾高塚古噴の石製品は、板石に靭を浮き彫りにしたもの、清原古墳群発見のものは7i殿（家形石棺か）や腰
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まなし'た

掛け（俎か）などです。
うおわ

なお､藷は､大きな団扇に長柄を付けた

ような形をしており、絹や羽毛で出来て

います。左右から貴人の前方にさしかけ

る儀式用の道具です｡蓋は､貴人の上を種
ゆき

う傘形のもので儀式に使う道具です。靱
やげ

は、弓の矢を入れる矢筒で矢筍から転じ

たものといわれ、矢を入れて背負う武具の

一つです。

このように、石人･石馬は､菊池川流域

に集中的分布をみますが、実は、隣の福
やめ

岡県八女巾にある岩戸山古墳からは、こ

のような石人・石馬以外に色々の石製品

が多数見つかっているのです。この古墳
つくし <にのみやつ皇 §』わ§』

は、昔から、筑紫の国造・磐井の墳墓

と伝えられる前方後円墳です。磐井は、
I”‘たL力

継体天皇の御代の527年､朝廷に対して反
ひるがえ

旗を翻したことで知られます。いわゆる

「磐井の乱」を指揮した大豪族です。

当時、大和朝廷は大陸政策の失敗から
みまな

生じた任那の失地を回復するため、度重

なる朝鮮出兵を実行します｡その結果､重

い負担が北九州の豪族・民衆に課せられ

ました。
し必ざ

負担に苦しむ豪族たちは、新羅の支援

のもと磐井を中心に団結し、朝廷軍に激
もののべ

しく抵抗しましたが､翌528年､乱は物部
のあらかひ

鹿鹿火によって鎮圧されます。

菊池川流域の豪族の古墳が、磐井と同

様に石人を持つということは、磐井の文

化圏と深いかかわりをもっていたことの

証であり、磐井の乱の時に菊池川流域の

豪族たちは、こぞって磐井を支援したこ

とが考えられます。

このように、磐井を支援した菊池川流

域の豪族たちは､その後石人･Xi馬文化に

引き続き、素晴しい装飾古壌文化を当地

方に残すことになります。それは度重な

る大陸出兵の過程の中で、もたらされた

文化であったのかも知れません。

しかし、独自の文化を創造した菊池川

流域の豪族たちの住む｢火の国」は、その
うと

後、逆族の住む国として中央政府から疎

まれ､約1世紀の間､中央の記録から完全
産つさっ

に抹殺されてしまうのです。

石人・石造物の分布（菊水町提供）

フタツカサン石人（菊池市）

一

三の宮石人（荒尾市）

一’ 鴎ゞ ･－－－－－言~謡h

清原石人のレプリカ（短甲か）（菊水町）

－34－



’蕊爵
＝

灘角形の系譜
■■■■■

■■■■■

■ﾛ■■■■
度群 八手.

－チブサン・塚坊主・大坊古墳一
三角形の系譜

古墳等に描かれる装飾文様で最も古く現れるのは､鶏町の井寺古墳などに見られる直線と弧を組み合わ
らさっ己もん

せた直弧文です。しかし、現在までその起源、意味するところなどに関して納得いく学説を提示した人はな
じゅじゅつ

く、考古学上依然として謎に包まれている文様です。私達はこの図柄に、限り無い宗教性と呪術性を感じま

す。
どうしんえん ひし きか

直弧文の次に現れるのは、円・同心円・三角形・菱形等の幾何学文様ですが、菊池川流域の古墳には、こ

のなかでも、とくに三角形が好んで描かれています。三角形も直弧文と同様に、著しく呪術性を帯びた形と

いえましょう。三角形と言っても、古墳等に描かれるものには不思議と直角三角形は見られません。一番多

いのは二等辺三角形で、正三角形もあまり多くないのです。何故でしょうか。また、装飾文様に三角形はあ
ひし

っても四角形はありません。しかし、菱形はチブサンや弁慶が穴古墳の文様等に見られます。菱形に対角線

を引くと、二つの三角形が生まれるのです。三角形の源流は本来菱形だったのではという思いにもかられま
ひるがえ

す。翻って、かつて小学校の運動会の時、無数に張り巡らされた赤と白の二等辺三角形の旗は、まさに連続

三角文と瓜二つ。何を意味したものだったのでしょうか。

さらに時代がくだって、横穴墓が盛んに作られた時代、入り口部の外壁に浮き彫りするのは人物像や武具
ひ力嗜

類であっても、墓室内の最も遺体に近い仕切り石や奥壁に微かな沈線で刻まれるのは、連続三角文や菱垣状
たき

の菱形文などが多いのです。また、身を守るための楯等の縁にも、連続三角文が巡らされています。三角形

に対する古代人の特別の思いは一体何だったのでしょうか。

塚坊主古墳の幾何学文様（1階回廊に写真パネル展示）
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チブサン古墳（6世紀）

山鹿市大字城字西福寺

市街地の北西約21im、平小城台地の東

端にある全長約44mの前方後円噴です。
‐;､さも．し

壌丘には埴輪・葺石が残り、北側には周

溝もみられます。後l'l部に複室の横穴式

石室があり、南側に入り1 Iをもっていま

す。石案の側壁は割り;f_iを小l l積みにし

ており、玄室奥壁にそって美しい家形石

栴がおかれています｡その内側には､赤・

白・青で装飾文様が描かれています。向

かって右側壁の人物像は、ここに葬られ

た被葬者自身を写したものでしょうか。

土地のひとびとは、昔から正面の二つの

Hのような図柄を乳房に見立てて「乳房

さん＞チブサン」と呼び、乳の神様とし

て信仰してきました。この古墳も、6世

紀の初頭この地力に君臨した豪族の壌墓

であったと思われます。

⑥チブサン古墳石屋形の装飾

寺

心

1ﾄｰL
』L一F
_三

コ、

いむロー－ ■ - -ら一 ■－．

一一→=-㎡

一一

6)チブサン古墳石室実測図
｜〆

1.1色

大坊古墳③チブサン古墳後室家形石棺実測図

玉名市大字玉名字出口

玉名平野のほぼ中央部、菊池川イ,岸の｢f陵上にある

前方後I'I墳です。後円部の南側に入口をもつ横穴式石

室があります。石室は安山岩の割り石を小l l職みにし

て造り、奥壁にそって石膣形が設けられています。

石塞の各所に赤と青で三角文を基本として描かれた

図柄は素晴らしいものです。壁imを5段にわけ、各段

に三角形を上ドたがいに配列し、赤と青で塗り分けて、

さらに2段Hと4段目には円文が3個ずつ描かれてい

ます。昭和38年に訓査の際、石室内から金製垂飾りの
て一Jほ＝

ある耳飾・真珠玉・めのう製勾玉・直刀・鉄剣・鉄鉾・
ぎよう上う あぷﾉ＆

鉄斧・杏葉・鐙など多くの遺物(副葬品)が出北して

います。刀大坊古墳の装飾
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’舟と馬と太陽と掌

露

－弁慶力ぜ穴古墳と永安寺東古墳一
弁慶が穴古墳（6世紀）

山鹿市熊入町

市の東北部､通称熊入台地にある直径15m､高さ57()灯の

円埴で、内部は南西側に入1~1をもつ複室の横穴式府室です。

石室には|爺大な阿蘇凝灰岩が使用され、前室・玄宝とも

側確の基礎部分には大きな板石をたて並べ、その内側にさ

まざまな壁画が描かれています。

前室の向かって右側の壁には「馬を乗せた舟」や「舟と
そ寺

荷と烏｣､正面右側の袖石には赤と白と青で描いた幾何学文
皀く･場

様、左側袖ｲiの小｢I部分には「馬を乗せた舟」を中心に、

上方には同心円文、下方には、靱が2つ並べて描かれてお

り、現在は色が薄れています。左側罐には太陽と人物と馬

を乗せた船団があり、羨道部左壁には人物像の浮彫りがあ

ります。

石室の壮大さや装飾の鮮かさでは、県下屈指の装飾古蹟

、弁慶が穴古墳墳丘

9勺

脅玲…ムデ._露

エ

『ロ

といえましょう。
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⑩舟と馬と太陽と幾何学文様

天翔ける烏

弁慶が穴･古墳前室のｲi側壁には、荷を稜んだ舟

と、馬を積んだ舟が描かれています。

荷を横んだ舟の荷の右上に、烏がとまっていま

す。当時、人が死んだら魂は、白鳥となって、空

の彼方に飛んで行くという思想がありました。古
や上とたIjるのみこと

代のヒーロー倭建命は､国家統一を目前にして

外征の途''1に倒れます。

望郷の念やみ難き倭建命の魂は、烏となって、
と

懐しい大和へ向かって翔んでいきます。

ロマンに彩られた古事記の世界の、まさにクラ

イマックスのシーンといえましょう。
あよか

荷にとまる烏は、実にこの天翔ける鳥と思われ

ます。－とすると、舟に積んだ荷はこの古墳の
r}つぎ

被葬者の枢であり、絵は、死者の魂が天翔ける鳥

となって、まさに飛び立たんとする情景を写した、

葬送の図だったのではないでしょうか。

購
驚
静
？

》
・
雲
●
『

誰
侭

溌日 ふ．－漁

蕊
割

う ■

画貞

L
〃

iO枢を積んだ舟・馬を乗せた舟
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p舟と馬と太陽と ⑩古墳を護る人物像

永安寺東古墳

玉名市大字元玉名字永安寺
きゅうりとう

玉名平野の北方、東西につらなる丘陵の南崖に築かれた円墳です。隣接して永安寺西古墳があり、さらに

その西側に大坊古墳が位置しています。現在墳丘の高さは約3海ですが、大部分が崩壊して石室が露出して

います。内部に南東側に入口をもつ複室の横穴室石室があり、前室の前半分はこわれています。玄室奥壁に

沿って石屋形があり、奥壁と左右の側壁には阿蘇凝灰岩切石の巨大な一枚石をたて、その上に小形の切石を

持ち送り式に三段に積み上げ、さらに安山岩の板石を架けて天井としています。大坊古墳では三角文が主体

であったのに対して、ここでは円文中心の装飾が施されています。赤く塗られた円文を並べ、前室右側壁上

方に馬、左側壁の上方に帆掛け舟の絵がある構成は、幾何学文様から具象的文様への移行過程を示すものと
して学界の注目を集めています。

北方文化と南方文化

永安寺東古墳の前室の右側壁には円文に混つ
ほか

て帆掛け舟が、左側壁には三角文に混って馬が描

かれています。舟は南方諸島の交通用具、馬は

北方大陸の交通用具です。我々の容姿は大陸の

モンゴロイドに近く、言語はアルタイ語、風習

風俗は、南方諸島のそれを受け継いでいます。菊

池川流域に見られる古代の舟葬思想も、南方の考

え方であり風習です。

日本文化は、北方と南方文化が混合したものと

言われますが、まさにこの古墳の装飾文様には、

南方文化と北方文化が一緒に描かれており、日本

文化の特質をよく表わしているといえましょう。 ⑪舟と馬と幾何学文様
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’飾古墳室内の展示遣爪装
鍬

物癖 罰 電

:塞癖一

－鏡・埴輪・農具・工具・武具・装身具一
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古墳時代の鏡 古墳時代の農具・工具・武具・馬具

壌
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古墳時代の装身具古墳時代の埴輪と土師器

農具・工具

古墳時代には、鉄製の農耕共や工具が人鞄に広く使われるように鞍っ

てきました。

弥生時代には鉄自体が貴重で、使用する度合いがあまり大きくありま

せんでしたが、弥生時代の終わり頃から鉄の生産が日本でも始まったよ

うです。そして使用の度合いも急速に大きくなっていきます。

古墳内にも、自分の簡を象徴するかのように多くの鉄製品が収められ

ています。鎌、鋤先、斧、繋等がそれです。

○展示品国越古城 鋤先、鎌

〃 やりがんなその他

鏡

鏡は、もともと中国大陸からもたらされたもの（舶i股鏡という）です

が、その形をまねて日本で作ったもの〈坊製鏡という）もあります□

すでに、弥生時代から鏡を大切にする習慣が日本にはありました。

古墳時代になると、鏡は古墳のなかに遺体とともに入れられるように

なります。この鏡は自分の顔を写すためでなく、お祭りに使用したり、

自分の権威をひとに示すために使ったものだといわれています‘．

○展示品国越古城四欺鏡 （後期）

〃 半肉彫獣帯鏡（〃 ）

〃 画文裕神獣鏡（〃 ）

武器・武具

戦に主に使われる遊興は、すでに弥生時代にもありました。古境時代

になると大陸からの影響もあって、数も多く技術も進歩しました。

武器としては、まず、鉄錐、鉄戈、鉄剣、鉄刀、等があり淡す。また、

武具としては、身を守る甲冑、鳩に使用した馬具等があります。

これらは実用的なものが多く、実際に戦闘に使用したものでしょう。

○展示品国越古墳 鉄才・鉄雛その他

横山古埴 馬具（轡）その他

埴輪

埴輪は、古墳を飾り、権威を示すために古城の頂部や中段、周澗の縁

等に立てられていました。繩類としては、形象〈人物、動物、家型）埴

輪、円筒埴輪、朝顔型埴輪などがあります。

また、九州では加工のし易い凝灰岩を利用した、石人、衙馬が有名で

す。これも、埴輪と同じ役目を持つと考えられます。菊池川流域は、福
岡と並んで石人等がたくさん残っている地域です。

○展示品金屋塚古墳「II筒埴輪二点

装身具

古填時代には、人々がどの程度のおしゃれをしていたかよく分かりま

せんが、古城から出てくるものを見ると、古墳に埋葬された人はかなり

の飾りを身につけていたようです。

耳に耳飾り、首に首飾り、髭に櫛などがあります。ここに展示したの

は、国越古墳から出土したものですが、玉の数は数百を数えます。

なかでも、黄色のガラス小玉は非常に珍しいものです。

○腱示品国越古壇 ガラス小玉

横山古城 金・銀製耳環その他

土器

古峨時代に使われた土器としては、「土師器」と「須恵器」があります。

土師器のほうが古くから使われていました。

いずれも普段の生活で使われていたものですが、古城へのお供えとし

ても‐沢山収められています。ただ、普通に使われているものに比べ、
赤く塗るなど特殊なものが多いようです。

蕊のなかに一緒に収められたものと、墓の周りでお祭りを行った際に

使われたものとがあるようです。

○展派品上ノ原遺跡二重口縁唾一点

釜尾古城 朱塗高坏 一点
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左同耳環と玉類装身具展示ケース
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土器・鉄器展示ケース 左同須恵器類

虚空蔵塚古墳出土人物埴輪頭部
●

’
｡

』

県内出土は珍しい人物埴輪

古墳の壇丘等に並べられる埴輪は、大別してl'l筒埴輪と形象

埴輪等に分けられます。

県内の古墳からの円筒埴輪の出土は多いのですが、形象埴輪、

特に人物城輪の出土例は極めて少ないのです。形象埴輪は県内

で17か所､人物埴輪は八代大塚古墳出土のもの､菊池川流域では、

臼塚古墳（山鹿市）出土の踊る人物の腕部分や、虚空蔵塚古墳

（菊水町）出土の人物像頭部が知られる位です。
白くんぞう

当館で展示している形象埴輪は、菊水町の虚空蔵塚古墳出土

の人物像の頭の部分です。

現存する首の高さは15芋ﾝ、頭部の最大I隅は114単ﾝとなってい
あご

ます。鼻､顎の一部は失われていますが､製作時の姿を良く留め
たけぺら

ています。竹箆を使ったのか、I I、「Iは、きれ長の半II｣形となっ

ています。
そくとう‐衙

今も､顔全体と左右側頭部には､かなりの赤色顔料が残ってい

ます。

－
！

＝

哀

限押ハ ． ′ 含
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腎
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‘ 削
遡

P

人物埴輪頭部
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地下ロビーおよび回廊展示
一

国乢

機械室

戸

収蔵庫

特別

収蔵雁

特％

収涌 屋外展示場

イマジネーション
ホール

②
③倉庫

装飾古墳館地階平面図

地下ロビーおよび回廊展示 ＝誘一雫－
，，や沙. ､ 印 F 1

一階の胆I廊の壁､および地下ロビーには､装飾古墳に関 獄"・
するパネルや､弥生時代の謹棺､全国風土記の丘一覧等の

資料を展示して、入館者の利便に供しています。

！①装飾文様のパネル展示

一階と地下ロビーの壁面には、現在保護のために一
。 ‐宇

般公開されていない県内外の著名な装飾古墳の文様を、

大型カラー写真パネルを使って展示しています。 ≦ ・ ゞ－．‘‐

福岡県の王塚古墳の装飾をはじめ､高松塚古墳､虎塚

古墳等、全国の有名な装飾古墳の文様10数点を紹介し

ます。

②弥生時代の謹棺展示 ①県外装飾古墳の写真ノ①県外装飾古墳の写真パネルとホールの風景

展示しているこの素焼きの大甕は、亡くなった人を

葬った弥生時代の棺です。饗棺葬は、世界各地に見ら

れるものですが､我が国では縄文時代の後期に､胎児や

乳幼児の遺体を甕に入れて葬る風習として現れます。

弥生時代になると蕊も大饗となり、成人の埋葬に使

われるようになり、特に北九州では盛んに行われるよ

うになります｡埋葬には､蕊を一つ使う場合と二つ使う
あわせく‘毎

場合があり、前者を単棺、後者を合口謹棺と呼んでい

ます。

単棺の場合は、甕のI 1にﾌriや板でもって蓋をして使 ’

用します。また、合口というのは､三つの難の口を合わ
②甕棺の埋葬状態（鹿央町吉井原）

せて葬る蕊棺葬のことです｡誰は一般には､水平か垂直

で土中に埋葬しますが、菊池川流域では殆ど斜めにして埋葬されています。

埋葬した地点には、盛土等の施設はみられませんが、支石墓に付脇する場合もあります。北九州の甕棺

内には、豪華な副葬品が見られる場合も多いのですが、熊本県では、ほとんど見られません。
かわく み雄みじま

当菊池川流域には、各地に弥生時代の甕棺群が多く見られ、山鹿市の川辺甕棺群、同南島謹棺群、当鹿
よしk,ぱる お薄

央町にも吉井原、千田饗棺群など多くの遺跡を残しています。
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もつかん罐

これらの蕊棺墓地のLI｣には、木棺墓と並行して営まれた場合もあったようで、一緒に発見されること

あります。

熊本県での誕棺分布の南限は、宮原町付近までで、それより南での出土は見られません。

も

ここでは、弥生の前期・中期・後期三時期の、代

表的な県内出土の斐棺を展示しました。

甕棺葬の時代（弥生時代の年表）

弥生-上器の編年 1 1 1朧周辺の灘棺遺跡
-3C

'一）（板付I )
心慮感秀

○牢1I1原雛棺(旭志村）一

:11

○（立臆敷）2C

期

C(1ざ伊｢n)

- 1C

○（城ノ越）

中

○吉井原謹棺(鹿央町）

○千|Ⅱ誰梢（鹿央町）
○川辺郵棺(111鹿市）

○南島誕棺（山鹿市）

r~
k･_ジ

戸弓．
L_〆

(須玖）

黒髪］

(）

期

－1〔

○黙髪II

後
／一

免川、ザ
2C

期 錐
ヨ

C野辺11･1
の甕棺内部の埋葬状態

-3C

③ 館のオブジェの須恵の大誰

この須恵の大雍は、｜刊指定史跡｢塚原古竣群」（城

南町）のなかの、丸山3号方形周溝墓の周溝から出

士した遺物をもとに製作したレプリカです。

遺物としての原寸大のレプリカではなく、館の建

物の設計者の意向にもとづき、当装飾古墳館のオブ

ジェとして製作されたものであります。

この蕊は、商さが12()単ﾝ、肢大胴廻りが3()0学ﾝもあ

り、古墳時代における日本で鍛大級の須恵の大雑と

いえるでしょう。レプリカの材質は、特殊なモルタ

ールを使用しております。このような大謹は、古城

の周溝等からよく発見されますが、もがり等の儀式

に使われたものらしく、割られた状態で発見される

ことが多いようです。

この付近では、チブサン古墳（山鹿市）や、浦生
らぷり

横穴墓群（同）などから、これに比べるとやや小振

の須恵の大謹が出土しております。

亮

夢〆

ソン

③館建物オブジェの須恵の大甕
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時宜にあった企画展示
一宇

盈歩
・可 』

－過去における企画展示一
企画展について

じざ

当館では、お客様に常に新しい文化財の情報を提供するため、年に2～3回、時宜にあった館独自の

企画展を主催しています。会場は館内の「企画展示室」を当て、期間は平均lか月乃至2か月間の開催

となっています。

企画展の実施は、担当学芸員の学術研究の契機ともなるので、館学芸員の研修の場としての位置づけ

のもと、職員の総力を結集して企画・運営に当っております。

また、企画展の場合、企価i展示図録を発行し、文化財に関する啓蒙、研究者に対する資料の提供も膣｜

っています。当館が、過去に実施した企画展は~F記の通りです。

過去における企画展示内容

謡
○平成4年度企画展

・前期 ｜淵館記念展

一よみがえる古代一「装飾古墳の世界」

内容最近発見された装飾古墳とその文様を紹介し、

菊池川流域における集中的分布の背崇等を考える。

・後期第2回企画展

一縄文人の藻らしと風景一「黒橋貝塚発掘展」 装飾古墳の世界

内容平成元年から3年かけて県文化課で実施した、

黒橋貝塚発掘調査の成果を､一般に初公開する。

○平成5年度企画展

・前期第31J企画展

一免|{{式土器の謎一「弥生人の祈り」

内容熊本の代表的な弥生土器である免山式土器の分

布を把握し、土器の誕脂とその後の行方を追う。

弾
耳ケ

…～『

黒橋貝塚発掘展

第
・後期第4回企画展

一うつわは語る－「須恵器の美と技と」

内容5世紀に朝鮮半島から伝えられた須恵器にス

ポットを当て、話題の須恵器を一堂に集め比較

検討し、その美と技を探る。

○平成6年度企画展

・前期第5回企画展
L‘ざ怨

一肥後古代の森三地区紹介一「古代への誘い」

内容今年で、県が実施してきた「肥後古代の森」

の整備事業が完了する｡そこで､三地区の主要

史跡等をパネル写真、レプリカ等で紹介する。

・後期第6回企画展（予定）

－はにわの考占学一「古墳時代の暮らし」

内容埴輪を通して、当時の暮らしを考える。

恵溌簔鋼
~吾一計

須恵器の美と技と
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｜ ’ムとマジックビジョン索システ検

。．

、

k

1 =

装飾古墳検索システム

検索システム
けんきぐ

蕊
○第3類古墳や横穴墓に描かれた色々な図柄

○第4類全国にある主な装飾古墳や装飾横穴墓の場所

なお、第4類では、熊本県・福岡県・その他九州・外岡（朝鮮半島）に分け入力されており、現在把握で

きる最大の資料を揃えています。

今後、さらに装飾古墳に関する数々のデーター入力の追加を計画｢|･!ですので、御期待ください。

マジックビジョン

子供たち3人が、古墳(II1鹿市所在の弁慶が穴古墳）の探検に出かけて、古墳のなかで被葬者のゴースト

と会います。ユニークで楽しい内容の子ども達の冒険を、マジックビジョンで提供します。子供達に大人気

の映像施設です。

＃
ー

１１
１

I

● 竃 ●
､､遡錘

装飾古墳室内のマジックビジョン マジックビジョンの撮影風景
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人気抜群のイマジネーションホール

イマジネーションホール

イマジネーションホールでは、腱〉Jくでは表現できないもの、理解しにくいものを映像を使って、より歴史

への興味を高めます。ホールは、中央のスクリーンに向って47座席が階段状に並べられ、小シアターといつ
かも

た雰併|気を醸し出しています。映像という手段を用いて人々が歩いて来た道をふりかえるわけですが、この

イマジネーションホールでは、※立体映像(3D)やハイビジョン方式による映像などを止映しています。縄

文時代の食生活の榔現や県内各地の遺跡の紹介、当時の時代背景を、･.fどもたちにも分かるような内容で解

説してあり、歴史をより身近なものとして感じることができるよう工夫されています。

r再現・縄文人の食生活」は、2()分程度の映像で、大型画面の立体映像装i餅は世界でも初めての試みです。

装飾占域館開設に併せ、NIIKサービスセンター(財肘1法人)が開発したものです。他に、21)の映像2本も

準備しております。

霊

5

上映のご案内

イマジネーションホールでは、開餓I Iに毎I I立体映像

「生きていたイi人』等をt映いたしております。

全ての入館のお客さまに御I篭いただくために、入館時

に力『ンンターで、止映時間の御案|ﾉ1をいたしております。

上映直前にも館内放送で、 上映をお知し〉せします。

また、団体のお容様の場合は、混雑を避けるため入館

時に御覚頂くこともありますので、御了承ください。な

お、′|後4時20分からが岐終|峡となります。見学に当

たっては、下記の『lf項をお守り~ドさい。

(1)係員の脂示に従って下さい。

(2) ホール内に食べ物、飲み物等を持ち込まないでくだ

さい。

(3)立体映像見学には､特別の眼鏡が必要ですが､壊れや

すいので、特にr供さん方の取扱には御注意ください。

なお、団体入館に限り、「装飾I呼筑」等、他の映像の上

映を希望される場合には、覗前にかンンターの方にお申

し出ください。

管篭￥
■琴

露

’

※3Dは、athreedimensi()nal filmの略。

(31)piCture=立体映像）

－館が現在所有している映像ソフト－

1 .「再現・繩文人の食ﾉ|柵」（立体映像）

2．「火の岡の古代人たち」（常1II衞二|〃j出淡）

3．「装飾古戦」

.1 ．「遺跡紀行・百済の里から火の凶まで」

（ハイビジ;1ン対応立体静止imi)なと

5．「生きていた石人」(_IZ体映像）現ｲI上映!|】

一‘15－



｜ ’外展示施設屋

－寒原遺跡一
寒原遺跡

かん』ざる

寒原遺跡は、昭和33年この地の地主が畑を耕作中に、家形石棺を発見して以来、‘占噛時代の｢周知の遺跡」

として現在にいたっています。
とう・オ 勃な

この汽棺の中から鉄剣や刀子等が発見され、小字名に因んで寒原I_i棺と命名されました。平成2年2月、

熊本県立装飾古墳館の建設に先立ち、県文化課で敷地約7,000平方ﾙの発掘調森を実施した結果、北側の一
せきが！』どこうぱ

角から、石蓋土曠蕊2基、小｢'1墳跡地2基が発見されました。

このため、建物の一部を南に移動させ、遺構の現状保存をはかりました。館の入口一帯に屋外腱示されて

いる遺構は、その原寸大のレプリカで、現物は地ドに保存されております。

かんLZらいぜさ

寒原遺跡遺構位置図
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第1号石蓋士曠墓

石蓋土城某というのは、地面に穴を掘りその底に、さらに遺体

を収める穴を掘り、その上に石で蓋をして埋葬したお墓のことで
弐一

9o
あんざんがん

このお墓には、二枚の安山岩の石の蓋がかぶせられていました。

掘られた穴、つまり土塘は、長さが122単ﾝ、幅25単ﾝ、深さ36；ﾝで、

内部には丹が塗られており、葬られた人の頭骨が薪干残っていま

した。副葬肺としては、棺のなかから刀子（小刀) 1個が発見さ

れました。

お墓が造られたのは、 5世紀前半頃と考えられます。

…qJ

ー一

４
ａ
８
ｌ

型

ｊ
０
１
１
ｊ

愚
整備された屋外展示施設

第1号石蓋土壌墓内部

第2号石芸士曠墓

石蓋は､凝灰岩の砲I{"I状の板石を使っています｡土

曠は、長さ129単ﾝ、幅36単ﾝ、深さ3擁ﾝで、第1号石蓋

土曠蕊より若干大きめです｡埋葬された遺体は､腐食

して浦滅していました。

副葬品はありませんでしたが、 5世紀前半頃に造

られたお墓でしょう。

－46－



第1号小円墳

墳丘はすでに失われていましたが、元来

は､周囲に幅80学ﾝの溝を巡らし､直径5.4単ン

の墳丘を持つ小円墳であったと考えられま

す。
もつかん

内部には、木棺が収められていたようで

すが、腐食してしまって杭材を埋め込んだ

穴のみが残っていました。この穴から、長

さ（内径) 131拶ﾝ、幅42ﾝ、深さ37学ﾝの組み

合わせ式の木棺が復元されました。

棺の中からは、鉄鎌l燗が出土しました。

5世紀前半に造られた古墳と考えられま

す。
唾罐蹉旦塚司

第2号小円墳内の石棺残欠 朱の入った壷2個

第2号小円墳

この古墳も調査時には、墳丘を失っていましたが、直径9繩の小I1]墳であったと思われます。内部の石棺

は破壊されており、両側半分しか残っていませんでした。

棺材には凝灰岩の板石を使用しており、箱式石棺であったと思われます。周囲にはIImlf応の溝が巡り、そ
しゅ

の周溝底から、朱を入れた土師器の壷2個が出土しました。5世紀代に造られた古墳と考えられます。

第3号小円墳

この石棺は、館の北側に隣接する県有地から平成5年に発見された箱式石棺です。先に発見された第1号

小円墳、第2号小l'l戦のグループに|嵐するものでしょう。

第1、第2号小円戦lij様墳丘はありませんでしたが､江) f時代の畑地開墾の際に壊されたものと思われます《
に

石棺は、整形された凝灰ｷ,}の板荷を組み合わせて造られ、内面には真っ赤な丹･が塗られていました。棺の

大きさは、内径で長さ190革ﾝ、横幅60革ﾝ、榊却には、人骨一体が

埋葬されていました。副葬品は貧しく、渡金の施されていない耳

環2個と鉄錬と刀･.j筵が収められていただけでした｡石柚の製作年

代は、古墳時代中期（5世紀前半）頃と考えられます。

肥後II｢代の森整備事業に伴い、石棺は地ドに保存し、その上に

直径9灯、高さl灯の墳丘を復沁しました。

■一 v二一F
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霧
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や：､q

職鶴蕊鶴灘灘
復元された第3号小円墳墳丘 第3号小円墳内の箱式石棺
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舟形石棺等（地下中庭展示）

菊池ﾉ||流域の舟形石棺

古墳時代の行械の構造をみると、数個の1i材を組み合わ

せた｢組み合わせ式，と、一つの石をくり抜いて造った「く
_;‘/虫がた

り抜き式」とがあります。舟形荷棺は後者に脳し、加l:の

容易な阿蘇溶結凝灰岩が多く川いられます。
．§‐,-ｹいせん

棺の外側に、吃水線を示す'冊;状の突起が巡らされている

のが特徴です。

・占墳時代の前期後半から中期にかけて造られました。

県内では菊池川流域と、宇土、八代地区に多く見られま

す。舟形石棺は、南方の習俗である’舟葬」の名残りを留

める-恥晒な資料です。
LLよ-＞ み

近接する粁原検穴墓群I群-14り･蕊の屍床に残る櫓べ

そと共に、興味深いものがあります。

○腱示舳辻占瞳 1号舟形石棺（中期）

lll l＜古墳舟形Li棺（前期）

（レプリカ）

辻古墳出土舟形石棺（中庭展示）

山下古墳出土舟形石棺（中庭展示）

蕊
家形石棺と箱式石棺

（地下中庭および館東側展示）

菊池川流域の家形石棺

家形ﾌ(_i棺は、楠の蒸が家の屋根の形をしているところか

ら、この名称で呼ばれています。

蓋ｲ_iの頂部に才‘汁の平坦部をつくり、蓋に縄掛け突起を

持っているのが特徴です。

械身には、くり抜き式と組み合わせ式がありますが、菊

池川流域では殆どが組み合わせ式となっています。棺身に

縄掛け突起はありません。

菊池川流域の家形石棺は、畿内等で見られるような豪華

な家形ｲi桁ではなく、ここに展示しているような、極めて

素朴な地方色盤かな石柑で、古城時代後期に数多く造られ

ました。

○腱ﾝJ《品鹿央町出土家形孑i棺 （後期）

柿木町出土家形石楠 （〃 ）

ノノ 箱式石柏 （ ノノ ）

館東側腱示場

○展示品山鹿市辻古噛出土家形ｲ蔦i棺（後期）

〃 箱式石棺（後期）

その他小児川イi棺蒸部など

鹿央町出土家形石棺（中庭展示）

館東側展示場石棺群（辻古墳出土他）
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移築復元された横山古墳
ありぜ

この古墳は、もと､植木町の大字有泉字横山にあっ

た､長さ約395海､後円部直径29海､高さ5御の小型

の前方後円墳です。

昭和44年、九州向動車道建設の際に調査が実施さ

れ、古城の内外から、須恵器をはじめ鉄製品（馬具、

武具）、装身具(玉類)等二百数-'一点の遺物が出土し

ました。しかも､横穴式石室の奥室に設けられた石屋
そ手

形の両袖石に、装飾文様が描かれているのが発見さ

れたのです。
そう冬やく0)んじ,kうも八

左袖石の上部には双脚輪状文が描かれ、周囲は

赤、青、白の三角文で埋められています。

また右袖石には、同心円文､三角文､双脚輪状文が

描かれており、その他にも、仕切り石などに三角文、

連続三角文が施される第一級の装飾古墳であること

が分りました。

それから24年後の平成5年､肥後11｢代の森(鹿央地

区)にこの古墳を復兀する事になりました｡今まで倉

庫に眠っていた大雄の･I!｢墳石材が運び出され、当時

の調査担当者および館職員の指導で、この地に移築

復元が成ったのです。

現在、石室内部及び装飾文様等が見学できるよう

発掘調査中の横山古墳
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移築復元された横山古墳墳丘

整備されており、多くの兄学者が訪れています。思えば、

壊された古墳が、24年後にこの地に再び復元できると誰

が想像できたでしょうか｡当時､調査を担当した一員とし

て、深い感慨を覚えます。

見学の御案内

横山古墳内部の見学時間は、午前9時30分から午後4

時30分までとなっており、古墳館の開館・閉館に合せて

います。館の休館I:|は閉鎖していますので、御了承くだ

さい。なお、TII戦および装飾文様についての解説板は、

見学路入、と古城lﾉ1部の2か所に設けています。

内部にはいりますと、中にもうひとつ鉄の扉がありま

すので、それを開けて見学してください｡明かりは、セン

ターが感知して点灯しますので、中にお入りください。

-司
電

喜

一屋司一

一

ヅ
リ
１
１
．
．
嘘
軸
鵬
雅
７
‐
‐
‐
；

1

1
･識

IM'
ロ1．

ｊ
β
園
脇
田
頂
口
１
１
‐

…鱗蕊癖
日

Ｉ ‐ 一 － ．－－F画
●

ﾛ－凸 ■一

横山古墳石室実測図墳丘実測図

5(）



肥後 の森の史跡と遣跡

－鹿央地区一

肥後古代の森（鹿央地区）

肥後古代の森は、菊池川流域のなかで

古代の遺跡が数多くある山鹿地区、菊水

地区と、この鹿央地僅（料原台地）の三

地区からなっています。

岩原台地は、菊池川の中流域にあり、
きくろく

束に菊鹿盆地の水田地帯を見ドろし、遠

く阿蘇II1の噛煙を望むことができます。

また、束から北にかけては、伝説の豊富
ゅるぎ薦けひ､岳だけ

な不動岩、震岳､彦岳などの山々が連な
め釣

り、西には米野山があり、素1時らしい自

然環境に恵まれています。

この台地には、国指定史跡のｵ'源古墳

群があり、前方後円噛の双子塚古墳を中

心に円壌群が並び、古墳時代の風景をし 装飾古墳館周辺の史跡・遺跡群

のぶことができます。

また、台地の周辺には、装飾をもつ滞原横穴墓群(県指定史跡)、桜の上横穴墓群(同)、長岩横穴墓群(同)、

小原大塚横穴墓群、小原浦出横穴墓群などの横穴墓群が密集しており、特異な古代遺跡の集積地となってい

ます。
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空から見た岩原古墳群（国指定史跡）

岩原古墳群の中の雄、双子塚古城は、丘の長さが107海、後円部直径57海、高さ9蔵の前方後円墳で、口本

有数の姿形を持つ|到指定の史跡です。
ふたごづか

昔から、双子塚または夫婦塚とよばれ、丘陵に描くなだらかなスロープは、王者の墓にふさわしい美しさ

と力強さを感じさせます。この古墳を中心に円境が点在し、石棺等が多数発見されております。

古代豪族の一大墓所であったこの一帯も、現在、県立肥後古代の森（鹿央地区）として整備され、多くの

人々の学習と憩いの場所として大いに利用されております。

－52－



’ 周辺の遣
一
卓
一
一

－－ﾛｰﾆ

(1)岩原台地上の遺跡群
いわばる

装飾古墳館のある岩原台地は､東西1,000腕､南北約7()0f"

の広大な台地です。乾燥度が激しいため、現在、畑地とし

て利用されています。

この岩原台地上の遺跡としては、現在A～E地点の5か

所程が確認されており、遺物の散布が見られます。A～B

地点からは、先土器時代のナイフ形石器、スクレーパ等が、
せきひ せ鼻毛･く せき．『、

また縄文時代の遺物としては、ドリル、石匙、石鐡、石斧
たたさ↓ し

（打製、磨製）敲石、くぼみ石などが採集されています。

A～B地点は､館の東側､深く侵食した谷の東一帯に位置し

ます。

また、弥生時代の遺物としては、館西側のC地点から中、
かめがた

後期の弥生の甕形土器片をはじめ石包]等が、古城時代で
こしき え

は、須恵器の坏蓋や円筒埴輪片、歴史時代では、甑の柄や

破片などが採集されています。

散布する遺物から見ると、古墳時代の豪族の墓所となっ

た時期を除いてこの岩原台地は、先土器時代から古代にか

けて、人々の生活の舞台となっていたことが分ります。

これらの遺物は、地元器原地区の立山淳一、立山賢志君

達によって採集されたものです。

(2)岩原横穴墓群
めの

岩原横穴墓群は、米野山の北麓に広がる岩原台地（標高

75海)の北側から南西側にかけての崖面に6群、131基の横

穴墓があります。この内の8基に装飾が見られます。

装飾があるのは、 I群（48基）に6基と蝦も多く、他に

Ⅳ群(11基）とV群(43基）にそれぞれ1基があります。

嬢備し公園化したI群を見てみますと、14号墓は奥屍床

障壁を舟形にして、櫓べそが設けられています。続いて、

15号墓に連続三角文の装飾。24，26号墓は小型横穴墓。38，

39号墓には赤の彩色。32号墓には靭の浮き彫り。41号墓は

未完成横穴墓と、 I群には見るべき遺構が数多く残ってい

ます。

岩原古墳群周辺遺跡分布図
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岩原横穴墓群(I群）遠景 岩原古墳群周辺採集遺物（①②③は先土器時代）
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(3)舟葬について
しゅうそう

舟葬とは、人が死んだら遺骸を舟に乗せて、海のかな

たの祖先の国、死者の鰯に送り返そうとする習俗で、‘占

くポリネシアやミクロネシアなど南の品々で広く行われ

ていました。

わが国では、古墳時代のLI｣期から後期にかけて、その

影群を受けました。

古墳館の地~|<中庭に展示している舟形石棺は、それを

示す有力な資料ですが、菊池川流域は、九州でもその分

布の多い所です。
し

岩原横穴墓I群-14号墓の蕊室内に設けられた奥屍
しよう げん

床には、舟のかたちに両端が反り上がった舷と、舟をこ
ろ

ぐ時の櫓べそが造り出されています。古代におけるこの

地方の人々の意識の中に、南方の習俗である舟葬の影響

があったことを物語る好例といえましょう。

(4)長岩横穴墓群

長岩横穴墓群（県指定史跡）は、瞬原横穴蕊群にﾎI．'対

する志々岐台地の南崖而にあります。

大小さまざまの横穴蕊が約118雑残っており、その内6

か所に装飾が見られます。

これらの装飾の中でもっとも代表的なものが、束から

数えてl()8号と1()9号の間にある浮き彫りです｡l()8号の上
ゆさ たて

ノjに人物と靱と柵らしきものがあります。

また、109号の二つ並んだ大楯の浮き彫りは、雄大なも

のです｡岩肌は良く研磨され､表面の細かい斜交の刻線は、

この楯が単縫いの楯であることをｼjくしています。楯の上

部の、丸みをもった山形のカーブがこの楯の特徴です。

大正天皇御即位の儀式に、使川する古代の楯を製作す

岩原横穴墓I群-14号の櫓べそ

小原大塚横穴墓の舟と靱（39号）

る際、この浮き彫りの楯が、参

考に供されたという地元伝承も

残っているほどです。

装飾文様をカットしている横

溝は、後世、ここから朧根を蕊

き下ろした際のタルギ受けのあ

とです。

装飾Tli埴館周辺崖而には、こ
おぱる

の他、桜の上、小原大塚、小原

浦ⅡI横穴墓群等匹'百基にものぼ

る横穴墓が残っていて、 6世紀

から7世紀にかけての熊本の古

代史を知るうえでの貴重な学術

資料となっています。
長岩横穴墓の装飾文様（108号と109号）
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(5)桜の上横穴墓群（県指定史跡）
し じき ざ,kうかいがん

この横穴墓群は、志々岐台地の東南の凝灰岩壁

に設けられています｡11基の横穴菜からなり、その

1 ･号と2号に装飾文様が兄られます。
せんどう

1号墓は､羨道および前室と奥室からなり、高塚

式の古墳に見られる横穴式複室噴の形をとってい

ます。

装飾は､奥室入り1 1の左右の袖ｲiに､四神獣らし

きものが描かれています。
へさき

また、奥屍床の仕切りは、舳の上がった舟形に

造られていますが、この仕切り石には連続三角文

が､奥壁中央にも､二重同心I'j文が拙かれています。

2号墓には､奥床前端の仕切りから､中央通路に

かけて、赤地に白色で大の字状の人物像が描かれ

ています｡また､中央の通路左右の仕切り部の通路

側には、白色でゴンドラ形の舟が各一隻ずつが描

かれていましたが、現在では彩色は薄れてしまっ

ているようです。

この他､桜の上には､小型横穴墓等もあり、興味

をそそられます。

(6)見学の御案内

装飾のある1号横穴墓については、その保存上

の必要性から､保護施設を設けており､一般公開は

しておりません。

ただし、調査・研究等で見学を必要とする方は、

梼理者の鹿央町教育委員会から鍵を預かっていま

すので、カウンターまでお申し出ください。

なお、その他の桜の上横穴墓については、自由

に見学することができます。

奉
り

■

０

４

９
、

）

桜の上1号横穴墓遠景

1号墓室内の状況

１
１
剛
Ｉ

|, キー學護。. 、
』

桜の上横穴墓出土遺物 舟を形どった奥屍床の状況
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§… の体験学館 会習

県民参加型の博物館をめざして
もう凸

従来の博物館は、中央・地方を問わず、自然科学及び人文科学を網羅する

総合博物館をI I指した時期がありました。

しかし、近年においての博物館は、専門化、テーマー化が全国的な傾向と

なっています。

特に考古系や民俗学系博物館では、展示資料のl,t的な限界もあり、館独白

のテーマーの設定や特別活動などが噸要な課題となっています。

この事は、県民の多様なニーズに応えるものとして、大いに歓迎され期待

されています。当館もこの期待に沿いたいと考えています。

－一＝'ーーー - -- ．一－ －－

ママ ･ ョfjrF. ヤ 弾D囲 む 魚

瀞
V

,啄・
句

9

－

1漣
P宮

b

呼
諜

蝋 邪

％

尋
一

電鍵

渉一一＝

腿i､一

火起こし実験どんな味かなドングリクッキー

8

』

「

劇瑠
藤、鐸、

~~

ー

I

蝋 ’

噛
､上

館内学習会親子古代絵画教室

体験学習会

そこで、当装飾古墳館では、従来の展示して「見せる」だけの博物館か

ら脱却して「県民参加期」の博物館をめざします。

具体的には、原蛉・古代の衣・食・住にかかわる、より身近なテーマー

を中心に置き、屋内外での体験学習を行います。このことは、生涯学習の

推進や、学校週五II制の実施とも関連して、さらに県民の要望が高まる傾

向にあります。

このため、館では別館の「実習棟」の建設を計i曲iし、新設実習棟での体

験学習の充実をめざしています。
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菊池川流域関係歴史年表

年代 時代 西暦 事 項 年代 時代 西暦 事 項

●原人類現わる
『瘤.りつえんでん

i肖立猿人
へさん;rんじん

北京原人

5()万 1万

束鍋旧迩跡（山鹿ili)
9.昂』

i肺貝塚（宇土｢b)
むか‘,唯る

向原遺跡（鹿央町）
厳鍼j塞

長沖遺跡（山鹿Iけ）
がら-1 しも』ざる

蒲/|;・ド原遺跡(II1鹿市）

11I

縄8万

l()00

先
H1」

剛」

ｆ

恥

丘

△

■

ｄ

一

三

ら

啓畑貝塚（宇土市）

三1

文
；()00

4万
あ藩か

阿高典塚
くる;Zし

黒橋只塚
わ力,その

群I刺l』塚

(城南町）

(城南町）

(菊水町）

器

中

：＋『J、喀

●辨宿遺跡（群馬県） 南補寺興塚（水俣11j)

時 2000時
ふ迩圭やf

二子lllｲｲ器製作遺跡（西合志町）
二L，Fも

両平11塚（竜北町）
な'§た･L*『し

"111束遺跡(l1l"11｣)

;万
上が⑭

III1野遺跡（松橋IIII･)

後
代

みょ人冷.､2~暇る

:7jlⅡ東原遺跡（泗水町）
冒曲』盾6こ

偲谷遺跡(ll1江村）

御領只塚（城i*il11.)

10()0代俵

大観I峰遺跡（阿蘇町）
旨』 F〕

伊野遺跡（菊池巾）

2万

動､fざ

天城遺跡
うし↓ざ

牛.戦遺跡

(菊池巾）

(III"IIj)
晩しん.fニ

ド城遺跡（小[11町）

且毎J､f

松島遺跡（七城町）

か382る

柿原遺跡（鹿北町）

ザLでんﾆｰﾗ島<

この頃、水III耕作が姑まる

、 ●弥生式上器の使川始まる)00

f,M
創
期

むた1,9る

無1I1原難棺群（大津町）●土器が作り好；められる、、
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|西隅 年代時代|西暦年代 事 事 項時代 項

fKかみh

II!道貝塚（岱明町）
芋，.f 二

●大和朝廷の全|玉|統一が進む

●鉄器の使川進む
÷｡叔身おおつか

津袋大塚TI"1 (鹿本町）

狐
酬
Ⅲ
ｕ

日
廿
Ｉ
ＪＩ

き＆・･弓］や上

汗藤lll貝塚（尺水町）

剛200

1()(）
『J

●この頃、倭、分かれてI塵丁余1.'il if]
言ル 、‘β・ ＝‐〃

●中IEI (宋）に朝貢

●この頃、乗馬の風稗おこる
‐ド え さ

●この噸、須恵器の使川始まる
．；.だご－Jか

双子塚古埴（鹿央町）
せき皆人せきぱ

●ｲ-i人ｲi馬類の古城表飾始まる
えた_f,砲や‘k

江III船山古城（菊水町）

装飾古墳が造られ始める

13(）

l()(）

il'弥

オレ 華 寺；〃

●倭の奴のl';1 1
＝〃ﾛハ ･qpP 一 り

後漢に入寅
一

‘）』

jff

(BC)

5()(）

‘ﾄ．－.ふざ勺且↓ オc 、，

●筑紫のI玉l造辨jl:が反乱を起こず御宇｢､逝跡群（鹿本町）
弓
Ｊ
０

ｍ
／
］

一

、

、

収(）

II'

Iﾄ民し ．ばる

宙井原謹柏群（鹿央町）
魂みじ,k かs､fと,・

南島・笠仏遺跡(III鹿｢li)
がも-1 Lもぼろ

術't･ ド原誕棺群(lll鹿市）
#･ル ー

川辺小学校灘棺群(II1鹿市）
みや 良え

脚の前誕械群（菊水1ll1.)
閉Lord

黙髪町迩跡（熊本IIj)
.;､じおしせき :r §ざ ﾑ ｬｰ

藤尼支ｲi難群（旭志村）

うてな遺跡群（七城町）

チプサン-!'fjff (山鹿市）
う且Jか

馬塚古墳(ll1鹿市）

オブサン-IIj斌(I11鹿IIi)
ぷんけ1． あな

弁礎が穴11Iiif (山鹿IIT)
おおの.､ﾙや

大野瓶古城（滝北町）

'’

(AD)

60(）

後

代
●大化改新

ピん厳い;脾､じ

この頃、陣内廃寺創雌
象ペノ言

鍋II1横穴蕊群（山鹿'li)
おおの さ ’‘ くく fJ

大野・基郷・鞠智の三城を修治する
；うり世l『

この頃、菊池川流域に条里制が施行さ

れる
‘､↓ぷ￥誌．

●都を平城東に移す
二 じ鼻

●古戦記ができる
．;，どさ

●風土記ができる
にl§んLよさ

●1 1本苫紀ができる
卜" ､5『ん

筑後肌l記逸文にrlll腿郡」の箔がみ

える

平城寓から「肥後阿山鹿郡妙法蓮華」

の木簡が出l:
だく ｴ

●この頃、託麻椰にI玉I府・岡分:､￥・国分

ノピ:､\ができる

閥'傘I髄跡群.職i遺跡(鹿本町）
､L‘あん汰鈩

●部を平安京に移す

6‘15

|畔 69810(）

7()(）

I I I"II!校庭出Iの卿i1鉾（鹿本町）
＄･；

庇の銅鉾（鹿本町）
亀人じ人鋤人

犬神免の銅剣（鹿央町）
罫易J

,lliの銅鉾（柚木IIIr)

71(｝

翼
ミ

ゾ
剤

良
2()0

代 後

時
●卑弥呼、,開:方郡に遣使、

Lふざ オンおう L侯･〕ご》 う

’親魏倭『」の称号を受く
り』Afgしき

免ll･l式二|器（免川町）
14』JjIkる

諏‘折原遺跡（菊水町）
がfう蒔洩R－jfも

ノノ保IH束脈遺跡(III腿市）

239

代

79‘1

平
安
時
代Ｉ

別)(）

あSた

この、、肥後腱l府が飽1nに移る●土師器の使州好iまる100
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年代|時代 西暦’ 事 年代 時代項 西暦 事 項

鞠評城のｲく勤愈1 1棟が焼ける
か』′L

合志郡の西部をわけてl11本郡をおく

火水客が肥後･l'1を襲う
‐5.ミ.＆ か

群,!:$が菊池郡の倉庫の葺革:を噛みぬく

858

網9

869

879

858

網9

869

879

●鎌倉幕府の滅亡

●雄武の新政
だ:Pと;f

菊池武演、肥後守護に価ぜられる

南北軌抗争時代に入る
iff‐鯛

H輪寺の梵鍬
土がも._62 ，

両福寺摩縢仏

1333

1334

1336
北

1358

朝1369

9()(） 平

ｒ「’

１４１
－＄

室
9()50,'1-今ll歌集・延灘式ができる9()3

■935●承､|底・大腿のIWL輪まる

fil名抄に｢温泉･栂患･小野.沖村.神1{t･

緒緑･伊智･夜|淵・二噸.高原」等の鹿本

"1IJ関係の郷名がみえる
もどず：ナ

986 滴ﾙi(元輔が肥後の1K111となる

992 肥後にK塙庄など大半府天満悔の雅悶

ができる

935

986

992

●南北朝合一1392

14(){）

町

＆毛誇L↓.･予慰

i*i・北の阿蘇人寓司家が統一l‘123

安安

●応仁の乱
しfとも

この年、菊池亜朝肥後守謎となる
こうし ･f鋤

鮒池鯉朝が孔子廟を建てる

1467

崎
1000

1472

戦

代
l{)58康平寺の建立（鹿央町）l{)58 15()(）

時時 国

対池氏滅亡152{）

●''1河院政始まる

lll鹿糀がI'I河院に寄進される

このころ【|!村廃､\雄立される(II1鹿市）

ll)86

1()92

l()86

1()92 wil ,559 蒋池氏の貢家老の対立抗争

11()(）

代代 ●足利氏滅亡
昌･かさ亀J〉.f野

佐々成政肥後入阿
&;畠 ftL，談J＆

肥後岡衆一・援
さ‘上f当

加藤清{|;入I151

この頃から、菊池川の水迩臘んとなる

●関ヶ原の戦い

●江戸群府のn11立

ヨ1573

1587
安
土
桃
山
時
代

1145 僻、艇有が蒲生に埋絲（久淡の維筒）

(l l l"11J)

1145 1588

16()0 16()()

1603

●鎌倉滞府の創立
昌弗' ・弘 愼I】かlP← 夕呂 ・Z ヤ

WI 1良噸競が多良木朧の地頭になる

1 192

1］98

1 192

1］98120(） 細川忠利、熊本城入城1632

ZI
1221 ●"《久の変

S〈 と‘ノ“･さだ

菊池降定

1221

ただ仁〃･

能|"ji(/jにつく
鎌

「~’

倉

17()(）
時

●文永cﾉ)役
？:4‘･号.昌

嫡池武房

陣

12741274

時
代１洲１ 邑r

jえ駐f

竹崎季腿淳肥後艇|御家人出
代

(●旧l1は全I宝lの‘擬柄）
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県内主要装飾古墳見学案内一覧

(1)菊池川流域の装飾古墳
見学の是非管 理 者古 墳 名

チブサン古墳

オブサン古墳

鍋田横穴蟇群

弁慶が穴古墳

馬塚古墳

臼塚古墳

小原大塚横穴墓群

長岩横穴墓群

付城横穴墓群

城横穴墓群

小原浦田横穴墓群

桜ノ上横穴墓群

4日

』笏 所

山鹿市教育委員会 可山鹿市城西福寺

山鹿市城西福寺

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
５
－
６
ｌ
７
ｌ
８
－
９
一
旧
一
川
一
吃
一
旧
一
叫
一
旧
一
旧
一
，
一
旧
一
旧
一
ｍ
一
創
一
配
一
錫
一
劃
一
謁
一
沁
一
幻
詔
一
調
犯
一
訓
詑
一
羽
一
弘

可同上

可山鹿市鍋田 唾
匪
一
匪
匪

可
一
可

山鹿市熊入

山鹿市鬼天神

山鹿市日塚 不可

可同上山鹿市小原大塚

同上

同上

可
可

山鹿市志々岐長岩

山鹿市城付城・小原

山鹿市城 同上 可

可

可･注､本文の項参照

同上山鹿市小原浦田

鹿央町岩原大野原 鹿央町教育委員会

可同上岩原横穴蟇群 鹿央町岩原塚原

菊水町教育委員会

同上

同上

玉名市教育委員会

同上

同上

可

不可(公開を検討中）

長力・北原横穴墓群

塚坊主古墳

江田穴観音古墳

馬出古墳

永安寺東古墳

永安寺西古墳

大坊古墳

石貫穴観音横穴墓群

石貫ナギノ横穴墓群

石貫古城横穴墓群

原横穴墓群

横畠横穴墓群

菊水町瀬川長力・北原

菊水町瀬川清水原

可菊水町江田

渉
祠
一
可

玉名市玉名馬出

玉名市玉名永安寺 7王

玉名市玉名永安寺

不可同上玉名市玉名出口

同上 可玉名市石貫安世寺

可同上玉名市石貫ナギノ

同上 可玉名市石貫古城原

可玉名市富尾原 同上

可玉名市満ノ上横畠 匪
一
匙 可

一
可

城迫間横穴墓群
一

田崎横穴墓群

玉名市溝ノ上城迫間

玉名市田崎楢山 同上

岱明町教育委員会

熊本県立装飾古墳館

可大原9号石棺

横山古墳

石川山4号古墳

袈裟尾高塚古墳

御霊塚古墳

四ツ山古墳

三ノ宮古塙

岱明町野口大原

平成5年移転復元植木町有泉横山

植木町石川塚前 植木町教育委員会 可

菊池市教育委員会 可菊池市袈裟尾高塚

鹿本町教育委員会 可鹿本町津袋広江

荒尾市教育委員会

同上

荒尾市大島区笹原四ツ山神社内 可
可荒尾市平井区下井出三ノ宮

(2) その他県内の装飾古墳
熊本市教育委員会 可

不可

熊本市釜尾

熊本市小島下町勝負谷

釜尾古墳

千金甲古墳第｜号墳

千金甲古墳第3号墳

稲荷山古墳

井寺古墳

今城大塚古墳

小田良古墳

鴨諏古墳石棺

国越古墳

広浦古墳石材

長砂連古墳

大鼠蔵東麓1号古墳石材

田川内1号（甲号）古墳

大村横穴蟇群

京が峰横穴墓群

‐
ｌ
２
ｌ
３
－
４
－
５
ｌ
６
ｌ
７
－
８
ｌ
９
｜
旧
一
世
限
言
哩
川
雨

同上

同上

同上

嘉島町教育委員会

御船町教育委員会

三角町教育委員会

不可熊本市小島下町高城山

熊本市清水町打越

嘉島町井寺富屋敷

御船町滝川

詞
一
可
一
祠
可
可

三角町中村前畑

熊本県立美術館

不知火町長崎国越

熊本県立美術館

不知火町教育委員会

熊本県立美術館

大矢野町教育委員会

八代市立博物館

八代市教育委員会

人吉市教育委員会

錦町教育委員会

可
一
可熊本県立美術館

大矢野町長砂連上貝場

八代市立博物館

八代市日奈久新田町

人吉市城本町

錦町蓑毛田

可
一
可
一
可
一
可
一
可

－6(）一



(1)菊池川流域の装飾古墳
13 岩原横穴墓群.管理者（鹿央町教育委員会)a0968-36-2183

1 チプサン古墳・管理者（山鹿市立博物館）冠0968-43-1145 見学できます，

その他駐車場・トイレ・ベンチ有ります。木陰もあり静かで見

学後の休憩には股適です。

見学n

時間

料金

休館、以外可

午前10時と午後2時

大人 100円団体(20名以上）大人 60円

子ども 50iリ 子ども 30円

博物館で申し込んでください。係貝が案内します,．

休館日は月殺日です．月曜Hが祝祭、の場合は、翌Hが

休館1.1となります。

長力・北原横穴墓群・管理者（菊水町教育委員会）

恐()968-86-3131

1.4

その他

見学は目（1です．

その他

オブサン古墳・管理者（同上）2 塚坊主古墳・管理者〈同上）15

見学は、由です。

その他公爾の一角にトイレ、休憩所がありまず
現在は見学できません。来年度以降．保全エリI完了後一般公開を

検討中です。

その他
鍋田横穴墓群・管理者（同一上）3

江田穴観音古塘・管理者（同上）16
見学は自由です二

その他公圃になっています。トイレ．胃り二水遊び場もあります。
見学できます。事前に教育委員会に見学を申し出てください。な

お石室内保全のため兄学をお断りする場合もでてきます［

御了承下さい．I 1',祝l 1は御遠慮ください。

その他

弁慶が穴古墳・管理者（同上）4

見学日

時間

料金

休館口以外可

午前10時と午後2時

大人 100円団体(20名以上）大人 60円

子ども 50円 子ども 30円

博物館で申し込んでください。係蝿が案内しまず~’，

休館日は〃班日です。月|照日が祝祭l 1の場合は、翌日が

休館日となります｡

脇出古墳・管理者（玉名市教育委員会)aO968-75-131217

現在、消失しておりわずかに封_ltの－部を残すのみです．

その他熊本県装飾古墳総合調査報告沖(1884刊）に記録
その他

永安寺東古職・管理者（同上）18

馬塚古職・管理者（山鹿市教育委員会)aO968-43-111]5
見学できません。 現在ｲﾃ室内の損傷が進んでいるため般公|淵

はしていません。

その他見学希望の場合、公的機関より文答等を提出願います。

見学できません口石室内の装飾の保全のため、見学は当分の間て

きません‘』

その他
永安寺西古城・管理者（玉名市教育委員会)aO968-75-131219

兄学できます、

その他住宅の喪になりますので、迷惑にならないよう見学して

ください‘，| ｜菰…侭
大坊古墳・管理者（同上）20

見学できます．年に腰10月第3土．Hに公開します。(1992年度）

その他

石貫穴観音・ナギノ・古城横穴墓群管理者（同上）21～23

見学は目1I1です。

その他米整附のところもありますので見学の際十分気を付け

てくだきい。

原横穴墓群・管理者（同上）24

見学は向山です“

その他未盤怖ですから、見学には1-分気を付けてくださ’

横畠横穴墓群・管理者（同上）25

見学はn曲です‘‘

その他未整術ですから、見挙には十分気を付けてください

城迫間横穴墓群・管理者（同上）26

見学は自由です。

その他、末犠陥ですから、見学にはi-分気を付けてください。

田崎横穴墓群・管理者（同上）27

見学は内山でず‐’，

その他、未確術ですから、兇学には1-分気を付けてください

-61-

6 臼塚古墳・管理者（山鹿市教育委員会）壷0968-43-1111

7

8

9

10

11

12

小

見学は自由です。

その他

長岩横穴基群・管理者（同上）

見学は目[11です。

その他

付城横穴墓群・管理者（同上）

見挙は向由でず-“ただし足元に御注意ください。

その他

城横穴募群・管理者（同上）

見学は尚由です。ただし．足沁に御注怠くだきい°

その他

小原浦田横穴墓群・管理者（同上）

見学は自由です。

その他

桜ノ上横穴墓群・管理者（鹿央町教育委員会）恋0968-36-2183

見学できます。ただし、 1号戦については、事前に必ず教育委員

会に連絡してください『なお保全のために兄学をお断りブーる場合

もでてきます。御了砿下さい。また、日・祝日は見学できません。

その他

撹穴墓群・管理者（同上）



28 大原9号石棺・笛理者（岱明町教育委員会)a0968-57-0135

兄学できます,、 現在、岱Iﾘ1町公民館散池内に侭）f腱,kIlIです

その他兇'､緋はIl1曲腱でき典･‘』。

7 小出良古城・符理省（三角町教汗委典会）a()96‘'--52-2245
軒
鹸

見学できよ-ｹ。 見‘,樅される場合は必j教育礎ii会に迎絡してく

ださい｡ただし、内部の雑飾吏雛は1,1.れ典･せん金

その他足ﾉtが恕いので兇.‘,椎の時は｜分城を{､j･lナてくだきい，
29 横山古墳・祷理付（県立装飾古城館）盆0968-36 2151

鶴寵古城・石棺・祷理者（熊本ﾘ,↓立美術館）冠()96-352-21118
見学でき‘史す” 尚速道越投にともぷい1記録保存をしましだ。

その他 、I城n年に肥後Ili{W)"(猟央地区）に符'約:侭ﾉ心。JI前

！)時30分力! ) .1 11#3()分上で・般公間中

門川1114号古城・管理者（植木町教存委貝会)a()96-272-6906

兇学できf-j ”

その他水‘職附で-j・兇'､稚き』Lる場合､足ﾉ心に菰をつけてくたまい．

袈裟尾高塚古墳・祷理瀞（菊池Ili教育残貝会)a()968-25 1672

兇学できよす。 現在、イjh.雑熊本ﾘ!! ､>:災術阿'(に保悔・腱,｣;L

あり･摸す。

尋の他占域は現在消失して［‘よI-L，
30

9 国越古墳・管理臂（不知火町教育委員会)a0964-32 0277

兇.,族でき:摸せん“

その他現rl;、装飾lli峨館に出I遺物は保禰:・腱,】tしてあlルf剴
3］

10 広浦古城・石材・需理苫（熊本ﾘ『L立美術館)aO96-352 211]
兇学できよ-j-(, I Ij"fr;"ti会に'lilii+畠兇学I I的･ l lf!l･時間等荷

必ず御迎絡お』‘lがもりしよず~,,1 1 ･祝I 1は間I遮慮くださ↓

その他施錠してあり|f-j-◎鋤は数fiffi会が保棒していま-ｹ“
見'､族でき求1－‘， 現在、7j材は熊本ﾘ,↓､I/：沌術館に保術・腱,I:｜

ありよ-,1－”

その他 1li埴はnA在ii'i失していよ．↓-“
御霊塚古城・祷理者（鹿本町教育委瓜会）恋0968-46-427(）

兇『､険でき;f-j , 牧行獄i会および潮Ⅱ昭氏笹に鋤が保祷きれ

ていよ-j-', M'､拙さｲlる時は教が袋l!食に述絡をお願いし

，f1”

その他ド;；H1M･氏のi1K綿先公()968 .16 .176{I

32

長砂連古噴・特哩荷（大矢野町教脊喪貝会)a()9641-56-111111

兇.学できます。 数行･錘i会に迎絡して,W:IIfを取

鍵は地沁の蝋1I1氏が保符ぎれてし‘fj－’

その他蝋H1氏の迎絡先（冠()96．1 59 （)郷1）

だ､き’

33 四ツill古城・符理者（荒尾市教育委員会)aO968-63-llll・内線266
大鼠蔵束麓1号古"l噸材・椅理荷（八代市立博物館）

念{)965"－34 5555

12

兇，学できます,，

その他現ｲf; }IIIII:0)境内のlざに雄》ていffvj｢.兇学＃る|順tお

城を{I･け<だきい‘，
見学で.きます。 現在(i材.は八代IIj j/:博物鮒に保補・腱,]<して

ありよ-j-,:

その他現征1l】蛾ltii'i失してt‘良|-、

tl1川内l弓（甲号）古城・符理持（八代II敵育委典会）

恋0965－33－‘1111

34 三ノ宮古頃・櫛理者(II1上）

見学できま｡』・

そ')他イ朧は水洲ff，イj人と装飾U>ある板ｲlが神祉に1飛悔され

ていﾋﾘ“

13

兇'稚できま-j毎 数行愛li会(こ辿絡し-<IM:111毎件てくだきい”欄

理尚は繩ド洗沿氏，鋤は緑ド｣〔が保補;さ』Lて（‘良j-“

暑の他鎌ド湊治氏の述絡先（恋{)!}65猫-1621）
(2) その他、県内の装飾古墳

藤尾古城・笹理者（熊本市教青委員会・文化課文化財係）

公096-328-2741

見学でき:f-,l,. 111Ei,\11を戦f『姿n余（史化財係）に､lf前に提出

してくだきL､，見学I Iに=」いてiに教行‘封iffLIIIjIWFを

提出-j-るとき御州淡くだきい、鯉はhIIﾉじの川代氏が保構

きれてい,k-j-" II1!ifif'}はF'i館に‘ありよ-j-．

その他l11代氏の連絡先(a()96 2.15 ()｡13.1) 必r牧汀袋ij会を

〕11じて連絡してドさい“

1
14 大村横穴墓群・管理.昔（人吉市教育委興会）冠()966-22-2111

見'､j会は|'1 1 11で-j＠

号の他人tli駅の拠側にあ')‘鴬･』

駁が峰横穴蕊群・椅理者（錦町教青委貝会)a()966-38-111115

兇学l･kigl l llで-ﾉｰ

そり)他線路描を皿＝』てい馨.攪・池)で しl1.'､i生に際して｜分鉱を{､I

けてください、峨面がもろく/j: - )てオガり、 イ,が蒋#〉てく

る場合がありよす､兄'､i生|畔は噸｜,に御糀‘ばドさい“F金甲古城第1号・3号城・櫛理者（同上）2～3

見学できません

その他

4 稲荷|｣I古城・符理肴（同上）

兇‘静でき;fせん。そり>他

5 仲寺古城・祷理肴（粥X占町教育委画会)S()96-237-0()58

兇学でき;fす。 許IIIIII"i,lfを数育;"Li会に提出してくだきい”

I I10;IIi,1$は､I1館にあり･k j-”兇学'11･kIl1術･J.る時に教育姿

il会に柵,畿してください．

榊

6 今城大塚古墳・管理荷（御船町教育委此会)a096-282-111 1

兇‘，腓でざま-世人『，

その他
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全国風土記の丘（資料館）一覧

風土記の丘構想

全国の風土記の丘は、昭和41年文化財保護委員会（現文化庁）によって発案された「風土記の丘構想」に

基づいて設置されたものであります。

昭和35年以降は、乱開発によって各地で自然環境や遺跡が無差別に破壊された時代でしたが、このような

環境変化に対応するため、遺跡の広域保存と環境整備をはかり、併せて資料の収蔵設備を備えた事業計画が

風土記の丘構想でありました。

事業計画は、用地の確保、環境整備、資料館の設置を中心に据え、設置場所は遺跡を広域にもち自然環境

を保った地域が当てられ、公有化によって確保される基準面積は16万5千m;以上とされました。

熊本県では、昭和54年からこの事業に着手し、平成4年4月15日にそのrl'核となる｢熊本県立装飾古墳館」

の開館をみるに到ったもので、当施設は全I玉lでは13番I｣の開設となります。

賎
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館内地下ホール展示の全国風土記の丘一覧

肥後古代の森（風土記の丘）

熊本県では、文化庁の「風土記の丘設置基準要項」に割

ました。

熊本県の場合、肥後古代の森が二地区に分かれている（

ており、国・県指定の「史跡」が多いため、一市二町が

整備対象地区として選ばれたからです。当時は､｢菊池川

流域風土記の丘」と仮称で呼んでいました。

平成3年には、「肥後古代の森」と正式名称が決定され、

整備地区はそれぞれ､「l l l鹿地区_I｢鹿央地区」「菊水地区.！

となりました。そして、平成4年、その｢|-'核施設として、

また、三地区のガイドセンター的役割も担って、鹿央地

区に熊本県立装飾古峨館が開館しました。

平成6年度で、県が進めて来た肥後古代の森整備事業

も終了しますが、館では、さらなる発展を目指して、現

在「実習棟」の新設に着手しています。

に基

肥後古代の森が二地区に分かれているの

昭和54年から風土記の丘終備事業に着手しづき、

菊池川流域には、装飾古峨が集中的に分布しは、

肥後古代の森・三地区案内図
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全国風土記の丘一覧

風土記の丘名称 |可・攪料館名称 郵便番･卜〕 在 地 rELIﾘ「

栃木県しもつけ風土

記の丘資料館

()285－

44－5049
1 しもつけ風土記の丘 栃木県下部鴛郡阿分寺町大字国分993129－(》I

栃木県の南爾部を流れる思川・姿川流域には、古墳時代から律令期にかけての重要な遺跡が

多く、古代下野国の中心地でありました。衝料館には、周辺古填群の出･li品や、下野国分寺・

国分尼寺に関する資料を中心に腱示されています。

’
２

’
３

埼玉県さきたま資料

館

()485-

59－llll
さきたま風土記の丘 埼玉県行旧市大字埼li4834161

国宝金錨銘鉄剣の出土で糟:潴な、稲荷山-III戦のある埼玉TI『墳群を1I!心とする風{記の丘です。

忍藩主松平家の菩提寺でもある天祥､fや、天正年間の忍城水攻めの遺櫛等が確備されています。

資料館にはｲilH堤等に関するものや、民俗費料も納められています。

千葉県立房総風土記

の丘賛料館

9476-

95-3126

寺古壇群と、FI

考古資料や民俗

ぽうそ§

房総風土記の丘 F葉県印聯郡栄町竜角寺978270-15

千葉県の北総台地にあります。史跡端屋古域をはじめ両数十基にも及ぶ竜角

鳳時代の寺院である竜角寺との組合わせが特色となっています。資料館には、

資料を腱ﾝ爪しています。

()764－

81－1216

たてや皇

立山風土記の丘4 F:1l1県立立lll博物館 高山県中新川郡立I｣1町芦峅笥930－1』1

あしくちじ

富山ﾘI↓立山町にあります。かつて芦峅寺は

て、多くの宿坊が軒を並べて栄えていました

ています。

阿弥陀信仰を基本とした立山信仰の中心地とし

博物館には、立1I1信仰関係の資料等が展示さｵ1

5
()55266-

3831

かい

甲斐風十記の斤 山梨県立考III博物館 山梨県束八代郡!|!路町下曾根9234()()－15

隅

曽根丘陵の古壇群を中心とする風土記の｢fです。古城群中に考古博物館があり、周辺部には、

占代生活体験のキャンプ場や、歴史植物風l1本庭剛、研修センターなどの多目的施設が併設

されています。
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滋賀県､Z近江風ﾆﾋ記

の丘資料館

()748－

46－2427
近江風土記の丘 滋賀県蒲/k郡安土町大字ド盟浦521 13

滋潤県術生郡安士町にあります。

安土城跡を中心に終備しています。

に資料館が位置しています。

織臼信腿のA号城であり、近IH城郭の先駆とされる特別史跡

観隊城跡、史跡訓蹴塚古瞳などの職窟な遺跡・史跡のなか

近つ飛鳥風土記の｣1

資料館

()721－

93 832］
近つ飛鳥風土記の丘 大阪府南河内郡河1fim].ig'f:*ll1299585

「近つ飛,烏」とは、古代河内地域の名称にちなんだものです。約25()難からなる‐須賀古城群

をri!心として史跡の幣備がおこなわれています。なお資料館は平成六年に完成しました。

ー

8
和歌山県立紀伊風巨｜

記の丘資料館

()734

71－6123

さ い

紀伊風土記のH 和歌111県和歌111｢肘岩橋141164(）

い』ﾄ世

和敬山市にある特別史跡端橋T塚古墳群を中心に終備されたものです。弥4時代の尚床式倉

庫を模した松下記念資料館がありゞ出土品などを腿J〈しています。移築復原した民家にも、股

耕・漁労具などの民俗資料が腱示されています。また万葉植物園も併設されています。
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島根県八雲立つ風二l

記のI祇涜料館

()852－

23－2485

やく｡も

八雲立つ風土記の丘 島根県松江市大庭町有4569 69(）

島根県松江｢け。この…帯はくにびき神話の地で、縄文・弥生・古墳時代の遺跡をはじめ、出

雲陸l府や脚分寺、出雲I到進家関係の社寺遺跡が多く残っています。資料館にはこれら主要遺跡

の州二I紬を腱示しています。

10
岡山ﾘ1l立古備路郷二i

館

08669-

3－2239

＆ぴc

吉備路風土記の丘 岡山鼎総社市｜林1252719-11

岡山県岡山｢h･総社市。llllll陽道に沿った古代吉備の国には、造山古城やこうもり塚古城、

備中国分､予跡、宝福､f三重塔など貴箪な歴史的遺産が柴!l｣しています。郷土館にはこれら関係

奮料を腱,｣ﾐしています。爵

広島ﾘIいZ朧史民俗質

料館

()8246－6

－2881
広鮎県二次市小田幸町大．､ド122みよし風土記の_ff 729－6211

広島ﾘi!三次盆地にあります。この地方は、11I代から県北における文化の中心地でした。資料

館には浄楽､f･ "セツ塚古城群の川土品を中心に、江の川水系の漁業・民俗資料などを展示して

います'，

()978-

37-21()(）

大分染宇依風土記の

丘歴史腿俗資料館

l う ど

大分県宇佐1ij大字高森字京塚宇佐風土記の因 872－()112

大分県宇佐地方は、古代文化の集積地です。 1 II･代寺院と特に常貴寺や皇位すら左右するほど

の勢力をもった宇佐八幡、さらに隣接して六郷満山等があります。尚料館は古蹟群の中にあり

関係衡料を展ｼj\しています。

13
()968－

43－1354

宮崎鼎総合博物館Iﾉq

部原衝料館曹崎雌総合博物餓‘卿|､Ⅷ部原衝料館
881

さいと Igろ

西都原風土記の丘 阿崎県西都市大字三宅四部原西567(）阿崎県西都市大字三宅四部原西567(）

宮崎県西都市｡総数329基におよぶ特別史跡西部原古墳群を中心とした風土記の丘です。資料

館には古墳群の出上品を中心として、地I式横穴墓に関する蛮料、民俗資料などを展示してい

ます．

14
()968－

36－215］

肥後古代の森

（風土記の丘）
熊本県鹿本郡鹿央町大字岩原3()85熊本県立装飾古墳鯨 861 ()5

熊本ﾘ,↓の北部を流れる菊池川の豊かな恵みは、その流域に数多くの装飾古墳を残しました。

当装飾,lr墳館は、県「の符名な装飾古噛を原寸大のレプリカとして公開すると共に、菊池川

流域の各遺跡から拙士した代表的な遺物も展〉jﾐしています。

(小川館）栃木鼎那須郡小川町大字小川3789 ()287-

96-3366

()287－

98－3322

324－()5

栃木ﾘ,｛立なす風土‘記

の丘資料館
なす風土記の丘15

(湯津上館）栃木県那須郡湯津上村大字湯津

｜192

124－()4

栃木II4の北束那に位置する那珂川流域は、1II墳群や寺院跡等が数多く残る遺跡地帯です。

箒川北側にある上・下侍塚llj墳は、江j『時代に徳川光間によって学術鯛査が成された古斌と

して宵名です。「なす風土記の丘」はこの那珂川と諦川の合流地点の南北約5kmにわたって定め

られ､6km離れて､小川館と湯津.l館の三館が｢なす風土記の丘資料館｣として設けられています。

16
0238-

52-2585

lll形ﾘiL虻うきたむ風

f記の｣f簿占資料館
山形県東慨賜郡高畠町大字安久津2117うきたむ風土記の丘 992－()3

置賜地区は、リ14内でも大剛古墳、群柴墳等占代の遺跡が多い地域で-ﾘｰ。館周辺には、H向洞

鹿などIﾉﾘか所の縄文草創期の洞籏遺跡が、豊かな自然のなかに保存されています。

館の常投展示室には、u本l占I有の漆文化が、縄文前期まで遡ることをボす押出遺跡州土の彩

文土器や、当時の食べ物である縄文クッキーの炭化物などが腱示されています。

(平成5年開館）
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灘灘難

ロ交通機関

●タクシー

産交バス山鹿営業所より1O分

●自家用車

熊本市内より約60分

菊水インターより約'5分

植木インターより約'5分

1．館の御案内

■開館時間午前9 ：30から午後5 ；00まで

（入館時間は4 ：30まで）

■休館日 毎週月曜日

（当日が祝日の場合はその翌日）

年末年始

(I2月25日～1月4日まで）

4．関連施設（町・農協関係）

■鹿央ツインドーム

●やすらぎ館（食事・休憩）

●ふれあい館（物産・土産）

《》お問合わせ先

●TELO968 (36) 3838まで

（鹿央ヅインドームプラザ）

ﾛ観覧料
3．装飾古墳館周辺拡大図

●下図参照のこと
個人 団体（20人以上）区分

一 般 400円 |人につき280円

大学生 250階 |人につき’80円
サィク＃ノン

i81竜1節物齢

､G※高等学校以下の児童・生徒は無料です

※特別展の場合は、別途に定めます〃 ー

ジムII窒妻単
お問合わせ先

●TELO968 (36) 2151まて

（熊本県立装飾古墳館）
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2．交通案内その他

ロ交通機関（バス）
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~一言

熊本交通センター←．，山鹿温泉

(新道経由米田農協前バス停下車、徒歩20分）
山鹿←→玉名

米ノ岳経由城ケ鼻バス停下車、徒歩20分

東郷経由長岩バス停下車、徒歩20分

．大型車（バス）は

長岩（岩原横穴墓群）方面より

◎小型車は ÷."F
南島陸橋より通行可 ／ ‘，
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(平成6年現在）
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編集後記

ものが豊かになった現在､何かを作る場合､その制

作過程においては､全てが細分化され､その分野､分

野のプロの手によって成される昨今ですが、今回は

敢えて、手作りの図録制作に挑戦してみました。

文章執筆を始めとして、製図、写真撮影、割り付け、

図録全体の装丁・表紙のデザイン等、すべてを素人が行

いました。このため、他館の図録のように、洗練された

美しさはないかも知れません。

しかし、すべてが、自給自足の原始・古代人の生活を

考える時、手作りによる図録制作もまた、意義のあるこ

とではないかと思います

短期間による制作のため、不備な点も多々あることで

しょうが、機会ある毎に訂正、補訂を行い、より良いも

のへ育ててゆきたいと考えています。

粗末な図録ではありますが、入館の際の伴侶として可

愛がって頂ければ幸いです。 （桑原憲彰）

－67－



舟と馬と太陽と

常設展示図録一

平成13年711301 1発ｲj& (IU版）

発行熊本県文化財保護協会

〒862-0970

熊本'|j渡鹿3-15-12

竜茄096-362-9'191

（ﾘIL文化財･収戯llilﾉ1)

執筆編集・熊本県立装飾-il1噛館（桑原態彰）

〒861-()561

熊本県鹿本郡鹿央町大'j･:岩原3()85濡地

電話0968-36-2151 (代）

FAXO968-36-212()

印刷シモダ印刷株式会社

〒862-0951

熊水'l'.M<lii寺21l 116-16

↑賑ル 096-383-5512



、



 この電子書籍は、熊本県立装飾古墳館 常設展示図録 第 1集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用してくださ

い。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、全国の歴史博物館、考古学を教える大

学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法は、直接、各施設にお問い合わ

せください。 

 

書名：舟と馬と太陽と 

発行：熊本県立装飾古墳館 

〒861-0561 熊本県山鹿市鹿央町岩原 3085番地 

電話：0968-36-2151 

URL：http://kofunkan.pref.kumamoto.jp/ 

電子書籍制作日：西暦 2018 年 6月 1日


